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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、つつがなく新しい
年をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、皆
様には、常日頃から連合会の事業に格別のご理解と
ご協力を賜りまして厚くお礼申し上げます。

　ご承知のとおり、昨年は新型コロナウイルス感染
症のパンデミックにより、これまで経験したことが
ない一年ではなかったかと思います。一昨年末に中
国武漢市で発生した新型コロナは、世界各国へ感染
が拡大し、都市封鎖（ロックダウン）や外出規制な
どの措置が講じられ、需要が大幅に落ち込むととも
に、サプライチェーンが寸断され、グローバルな人
やモノの流れが急速に収縮し、世界経済にリーマン
ショック、大恐慌に匹敵するような危機を齎しまし
た。その後、感染状況が落ち着き、経済活動が再開
されると経済も回復の兆しを見せましたが、第二波、
第三波の感染拡大により景気の上下を繰り返しなが
ら令和２年という年が幕を閉じたという印象を持っ
ています。
　IMFが昨年10月に世界経済見通しを発表しまし
たが、2020年の世界経済の実質GDP成長率は▲
4.4％となり、2009年のリーマンショック時の▲
0.1％を超える落ち込みが予測されていますが、21
年には回復への動きが強まり、＋5.2％の成長率を
見込んでいます。ただし、このシナリオもワクチン
の開発とその普及が前提となっている点に留意する
必要があります。

　このようなコロナ禍の中、米国では世論を二分す
る大統領選挙が行われ、米国第一主義を主導するト
ランプ大統領が敗北し、国際協調路線に舵を戻すこ
とが期待されるバイデン氏が勝利を収めました。バ
イデン次期大統領への交替は、環太平洋経済連携協
定（TPP）への復帰が期待され、経済的な繁栄のみ
ならず、アジア太平洋地域の平和と安定にプラスに
なるものであり、大いに期待したいと思います。
　一方、我々通関業界を振り返りますと、これまで
業務は会社あるいは現場で行うのが当たり前という
のが常識でしたが、コロナ禍により否応なく在宅勤
務やリモートワークが求められ、ウェブでの打合せ
やリモート会議が主流となりました。こうした状況
の中、昨年３月、財務省関税局は「通関士の在宅勤
務に関する弾力的運用」を発表しました。これによ
り、2017年の通関業法改正に合わせて導入された
通関士の在宅勤務の利用が一気に拡大し、通関営業
所及び通関士等の全体の３分の一が在宅勤務を申請
したと伺っています。関税当局の英断並びに時宜を
得た施策の実施に感謝するとともに、コロナ禍が完
全に収束するまで弾力的運用を継続していただくよ
うお願いしたいと思います。
　また、今回のコロナ禍により、通関業が国民生活
に必要不可欠な食料品や生活必需品、マスクや消毒
液といった医療物資などのサプライチェーンにとっ
て必要不可欠な業務であることが認知されたものと
思います。通関士の皆さんが、「エッセンシャルワー
カー」の一員としてサプライチェーンを止めてはな

（一社）日本通関業連合会　会長
岡藤　正策
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らないというミッションを果たすため、土日もなく
現場でコロナの感染リスクと闘いながら業務に当た
られたと承知しています。通関士等の皆さんには、
改めて敬意を表したいと思います。コロナ禍は、新
年を迎えてもなお収束の兆しはありません、引き続
き、国民の安全・安心のためにご尽力されることを
期待します。

　ところで、コロナに始まり、コロナで終わった令
和２年から、令和３年という新しい年を迎えました。
　昨年末、我が国の技術力を世界に示すビッグ
ニュースが飛び込んで参りました。小惑星探査機「は
やぶさ２」が、52億キロ、６年間に及ぶ宇宙の旅
から戻り、小惑星“りゅうぐう”からのサンプルの
持ち帰りに成功したというニュースです。カプセル
内にある物質から地球の生命誕生の謎や太陽系の成
り立ちを探る手掛かりが期待されていますが、この
「はやぶさ２」やカプセルの部品一つ一つに我が国
の伝統技術の粋が凝縮されているということを
ニュースで知りました。気の遠くなるようなプロ
ジェクトの年月もさることながら、こうした裏方の
努力をも忘れてはいけないことではないでしょう
か。今後、新型コロナのワクチンの輸入が予定され
ます。ワクチンの輸入において通関業が表に出るわ
けではありませんが、エッセンシャルワーカーとし
て確り仕事をこなしたいものです。
　また、新型コロナは、我々にデジタライゼーショ
ンという大きな変化を齎しました。従来の産業の殆
どがロボットやAIにとって代わるということが言わ
れています。各業界が世界の潮流に乗り遅れまいと
DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進
に血眼になっているというのが現状ではないかと思
います。通関業が社会機能を維持するのに必要な
「エッセンシャル・ワーク」の一つであること、国
家が存在する限り国境における輸出入通関手続きが

無くなることはないということを肝に銘じるべきで
す。その上で、通関士が輸出入申告等の代理・代行
に止まるのではなく、品目分類、関税評価及び原産
地規則などの専門的知識の向上を図り、その経験を
生かしてコンサル的な業務を熟していくことが、結
果として通関業の付加価値並びに顧客満足度を高め
ることに繋がるものと思います。

　昨年、関税局は「スマート税関構想2020」を発
表しました。当該構想において、「貿易の健全な発
展と安全な社会、そして豊かな未来を実現するため
に世界最先端の税関を目指す」という素晴らしい目
標が掲げられています。早速、私も当該構想をじっ
くり読ませてもらいましたが、非常に感銘するとと
もに共感を覚えました。通関業は税関のパートナー
として、当該構想の実現に協力していくべきと考え
ます。昨年の通関士部会において、各地区の通関士
部会の方々からいろんなご意見を拝聴致しました
が、今後ともこのような意見交換は継続して参りた
いと思っておりますので、ご協力、ご支援をよろし
くお願いいたします。
　今年は、新型コロナのパンデミックにより１年延
期となった東京オリンピック・パラリンピックが開
催されます。オリンピック等に参加する選手の用具
等の通関、競技に参加する選手団や外国から多数入
国するお客様の円滑な通関も重要です。また、税関
が行うテロ対策についても業会を挙げて協力して参
りたいと思いますので、皆さんのご理解、ご協力を
お願いいたします。

　新年の挨拶と言いながらお願いばかり申し上げて
しまいましたが、本年が会員の皆さん、並びに皆さ
んのご家族にとって、充実した幸せな一年となるこ
とを祈念して、年頭の挨拶とさせていただきます。
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　令和３年の年頭にあたり、謹んで新年のお祝いを

申し上げます。

　一般社団法人日本通関業連合会及び会員の皆様方

には、旧年中は関税政策・税関行政に多大なるご理

解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。本年が

皆様にとりましてより良い一年となりますよう、心

からお祈りいたします。

　新年のご挨拶にあたり、財務省関税局及び税関の

主な取組みについて申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、

我が国の社会経済活動の様々な面に影響が生じた一

年であったと認識しております。コロナ禍にあって、

国民生活を安定させ、日本経済を維持・発展させる

ためには、貿易を止めることなく円滑に行うことが

重要です。その点において、通関業者の皆さまが果

たす役割の重要性は言うまでもありませんが、昨年

はその重要性が再認識された一年ではなかったかと

思います。関税局・税関におきましては、新型コロ

ナウイルス感染症に対応するため、各種の手続等に

ついて、引き続き、柔軟な対応を行ってまいります。

　また、本年は、昨年延期となりました東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会の開催が予定され

ております。財務省関税局及び税関では、円滑かつ

迅速な通関とともにテロ関連物資等の水際取締り

に、より一層高い意識をもって取り組んでまいりま

す。貴連合会及び会員の皆様方におかれましても、

引き続き、ご協力をいただきますよう、お願いいた

します。

　一方、国際的な動きとしましては、一昨年の日

EU・EPAに続き、昨年には日米貿易協定が発効し、

関税局長
田島　淳志

新年のご挨拶

4JCBA3.1



また、日英EPAについて署名がなされ、同協定は本

年１月１日より発効しております。さらに、RCEP

協定についても昨年署名に至りました。これにより、

日本の貿易総額に占めるEPA相手国との貿易額の状

況については、EPA発効済・署名済の国・地域が

79％となり、約８割がEPA相手国との貿易となり

ます。

　このような状況から、輸出入に関するルールは一

層複雑となっており、EPA等の円滑な利用に関しま

しては、通関手続に専門的知識を有する通関業者の

皆さまのお力添えが必要となります。財務省関税局

及び税関におきましては、貴連合会及び会員の皆様

方への情報提供を含む支援を強化・充実させながら、

EPA等の利用促進に取り組んでまいります。

　さて、財務省は、経済関係を司る役所の一つです

が、経済は、金融、金の流れと、物流、モノの流れ

の両輪で成り立っております。わたくしども関税局・

税関は、財務省で唯一、この物流を担当する部局で

あります。その役割を果たすにあたり、社会悪物品

等に対する厳格な水際取締を行いつつ、日々世界と

熾烈な競争をしている民間の方々のさまざまな取組

みに対応して、行政も歩調を合わせながら、より迅

速かつ円滑な通関の実現に取り組むことが、貿易立

国の日本の国益に叶うと考えています。

　そのためには、通関業者をはじめ関係業界の皆様

と緊密な連携を図り、皆様のご意見やご要望を十分

踏まえていくことがたいへん重要です。こうした考

えのもと、昨年は官民がざっくばらんに意見交換で

きる機会を設けるよう努めてまいりました。

　また、昨年６月、関税局において、更なる手続き

の電子化やAIなど先端技術の導入などによる迅速化

や利便向上などをめざす「スマート税関構想

2020」というビジョンを取りまとめました。この

具体化に当たっても、同様の考え方で、皆様方と率

直な意見交換を行いながら進めていきたいと思って

おります。

　以上のような取組みを含め、物流を含めた社会経

済の変化に対応しながら取締りの厳格化や貿易の円

滑化を推進するにあたっては、今後も貴連合会及び

会員の皆様方との連携強化が重要となります。引き

続きご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。

　最後に、貴連合会及び会員の皆様の益々のご発展

を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただ

きます。
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秋の叙勲・褒章を寿ぐ

　令和２年秋の叙勲・褒章におきまして、（一社）日本通関業連合会の要職に就かれ、
通関業会の発展に尽力された功績により、５名の方が叙勲・褒章の栄に浴されました。
　心からお祝い申し上げます。

岡藤　正策 氏
（一社）日本通関業連合会会長
（株）阪急阪神エクスプレス代表取締役会長

黄綬褒章
受章

米澤　隆弘 氏
（一社）日本通関業連合会副会長
大阪通関業会理事長
近畿通関（株）代表取締役社長

黄綬褒章
受章

曽根　好貞 氏
（一社）日本通関業連合会副会長
東京通関業会会長
大東港運（株）代表取締役社長

黄綬褒章
受章

牧　文春 氏
（一社）日本通関業連合会理事
長崎通関業会会長
後藤運輸（株）代表取締役社長

黄綬褒章
受章

岡本　哲郎 氏
（一社）日本通関業連合会理事
三菱倉庫（株）相談役
元日本倉庫協会会長

旭日中綬章
受章
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　深秋の候　会員店社の皆様におかれましては益々

ご隆昌のこととお慶び申し上げます。平素は格別の

ご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、この度令和２年度秋の褒章に於いて受章の

栄誉に浴しましたところ、早速ご丁重なお祝いのお

言葉を賜り誠にありがたく心からお礼申し上げま

す。これもひとえに、鈴木前会長をはじめ日本通関

業連合会役員各位並びに会員の皆様方のご支援の賜

物と改めて感謝申し上げます。

　ところで、今回、新型コロナウイルスのパンデミッ

ク（世界的大流行）により経済成長に急ブレーキが

かかり、ヒトやモノの移動に支障を来たす事態とな

りました。我が国では４月に政府の緊急事態宣言が

発令され、感染防止の観点から経済活動が制限され

ましたが、食料品や生活必需品あるいはマスク、消

毒液等の医療物資の輸入を止めることは許されませ

ん。会員店社の皆さんが、感染防止に努めながらも

迅速かつ円滑な通関に努められたことに対し、感謝

申し上げるとともに敬意を表したいと思います。

　今回、私が受けた栄誉は、日夜海港や空港など物

流の第一線で働く皆さんを代表しての受章と思って

おります。これを良い機会とし、一層通関業会の発

展に微力ながら尽力してまいる所存でありますの

で、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。

　甚だ略儀ではありますが、紙面をお借りしてお礼

申し上げます。

「黄綬褒章　受章の栄に浴して」
一般社団法人　日本通関業連合会　会長　岡藤　正策
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曽根　好貞
（一社）日本通関業連合会副会長

東京通関業会会長

　この度、令和２年秋の褒章に際しまして、はから

ずも黄綬褒章受章の栄に浴することになり、感無量

の面持ちでございます。

　これも偏に長年に亘り、東京税関ご当局様他関係

機関等の皆様より頂きましたご指導ご厚情の賜と深

く感謝いたしております。

　昨今の状況により、皇居にて天皇陛下に拝謁の栄

を賜ることは叶いませんでしたが、今後はこの栄誉

を心に刻み、より一層精進いたす所存でございます

ので、何卒、変わらぬご厚誼を賜りますようお願い

申し上げます。

米澤　隆弘
（一社）日本通関業連合会副会長

大阪通関業会理事長

　この度、はからずしも令和２年秋の黄綬褒章受章

の栄に浴しましたことは、多年にわたり、大阪税関

ご当局を始め、当業会会員店社、（一社）日本通関業

連合会、各地区の通関業会等、関係業界皆様の御指

導と御支援の賜と深く感謝申し上げる次第です。

　変化の激しい国際情勢の中、今後は、貿易を通じ

た我が国の発展のため、いささかなりともご芳情に

報いたいと存じますので、相変わらぬ御交誼、ご鞭

撻のほどをお願い申し上げます。

受章者コメント

「榎本東京税関長から黄綬褒章伝達」 「小林大阪税関長から黄綬褒章伝達」
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牧　文春
（一社）日本通関業連合会理事

長崎通関業会会長

　社業の歴史と社員に感謝しつつ、この褒章をいた

だくことができ身に余る光栄と感謝いたしておりま

す。今後はこの栄誉に恥じることの無いように一層

精進いたす所存でございますので　何卒　変わらぬ

御厚情を賜りますようお願い申し上げます。

岡本　哲郎
（一社）日本通関業連合会理事

　長年倉庫業界に身を置き、微力ながら社会インフ

ラの一端を担ってまいりましたが、通関業連合会の

理事に就任後は、円滑な貿易の推進と時代に則した

通関業のインフラ整備に尽力してまいりました。

　この栄誉は、多くの皆様方のご支援とご指導のお

かげと存じ、あらためて感謝申し上げる次第でござ

います。今後も、通関業連合会が変化の著しいこの

世界で取り組む当該インフラ整備に、少しでも貢献

できるよう努める所存です。

「奥田長崎税関長から黄綬褒章伝達」
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　各地区通関士部会の皆様には、常日頃より連合会

の事業並びに業務運営にご支援、ご協力をいただき

厚く御礼を申し上げます。

　さて、新型コロナウイルスのパンデミックにより

国際貿易、物流が停滞し、景気低迷が続いておりま

したが、ウィズコロナ政策の効果もあり、漸く輸出

入にも回復の兆しが見えてきたと思っていたとこ

ろ、欧米を中心に新型コロナの感染の第二波が押し

寄せつつあります。今後、季節性インフルエンザの

流行も危惧されますので、益々持って予断を許さな

い状況が想定されます。

　このような状況の中、通関士の皆さん方におかれ

ましては、去る４月の緊急事態宣言の中、感染リス

クと闘いながら、国民生活に必要な食糧、生活必需

品、あるいはマスク、消毒液などの医療物資の通関

に努められたと承知しています。現場でご苦労され

ている通関士、及び通関業務従業者の皆さんに感謝

申し上げるとともに、敬意を表したいと思います。

今回、通関業が経済及び国民の生活に不可欠な「エッ

センシャルワーク」であることが証明されたものと

思っています。皆さんには、通関業が国民生活に必

要不可欠な仕事であるということを良く認識してい

ただき、引き続き、通関士としてのプライドと物流

を止めないという覚悟をお願いしたいと思います。

　ところで、今回のコロナ禍は、一方で我々の働き

方、仕事のやり方にも大きな影響を及ぼしました。

私自身、通常であれば年に数回は海外に出かけてお

りましたが、今年は全く出かけることが出来なくな

りました。これに代わって、在宅勤務やリモート会

岡藤会長ご挨拶

通関士部会・事務局合同会議の開催
　（一社）日本通関業連合会は、11月10日（火）の午後に「通関士部会・事務局合同会議」を開催しました。

　本年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、会議時間を縮小の上、テレビ会議での開催となり

ました。

　会議には日本通関業連合会通関士部会委員及び各通関業会の専務理事、事務局長等37名が出席され、

活発な意見交換が行われました。

　会議においては、はじめに関税局税関調査室多賀課長補佐より「スマート税関構想2020」についての

説明をいただき、次に「関税政策・税関手続きに関する通関士部会としての意見、要望等」についての意

見交換、最後に通関業連合会が実施した「新通関業法の実施状況等に関するアンケート調査結果報告」に

ついての説明、報告を行いました。

　会議の開催にあたり、岡藤会長より開催の挨拶がありました。

令和２年度
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議が日常的となりました。皆さんの会社でも、テレ

ワークやリモート会議が取り入れられたのではない

でしょうか。連合会も同様でして、総会や理事会と

いった一連の行事・会議が中止となり、書面決議や

テレビ会議にとって代わり、本日もテレビ会議によ

る開催となりました。この流れは、アフターコロナ

においても止められないものと思います。

　今日は、去る６月、財務省関税局が発表した「ス

マート税関構想2020」について、担当官から説明

をしていただくことになっています。既に、ご覧に

なった方も多いかと思いますが、AIやIOT、ブロッ

クチェーンといった最新・最先端の技術を活用し税

関手続きや税関業務を高度化・効率化することによ

り、世界最先端の税関を目指すというものです。通

関業は、税関のパートナーとして「スマート税関構

想」についても協力できるところは積極的に協力し、

この構想を推進すべきと思っています。

　本日は、通関の実務を担当されている皆さんから、

日々の業務において感じておられる意見や要望、あ

るいは税関に対する提言といったものを発言してい

ただきたいと思います。今日は、財務省関税局から

担当官にも同席いただいております。どうか積極的

な意見交換をお願いしたいと思います。

　最後に、各地区通関業会の益々のご発展並びに本

日ご出席の皆様のご健勝・ご多幸を祈念して、冒頭

の挨拶とさせていただきます。

議 題 １　「スマート税関構想2020」について

議 題 ２　�関税政策・税関手続きに関する通関士部

会としての意見、要望等について

報告事項　�新通関業法の実施状況等に関するアン

ケート調査結果報告について

議事の概要
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　2020年11月10日（火）、IFCBA（注１）総会・理事

会がバーチャルミーティング方式で開催されました。

　IFCBA総会・理事会は、当初、2020年６月にシ

ンガポールにおいて開催される予定でしたが、

COVID-19パンデミックにより、同年11月に開催

が延期されていたところです。

　しかしながら、COVID-19パンデミック終息の見

込みがつかない状況にあることから、シンガポール

における会合は見送られ、今回、IFCBAとして初

の試みとなるバーチャルミーティング方式を採用し

て総会・理事会を開催する運びとなったものです。

　IFCBAは、環太平洋地域の豪州、カナダ、日本、

韓国、ニュージーランド及び米国の６つの「創立」

メンバーによって、全地域の通関業者を一堂に会す

るための組織を作ろうというインスピレーションに

満ちたアイディアによって始まったものであり、

1990年の設立総会がシンガポールにおいて開催さ

れてからちょうど30周年という節目の年となりま

した。

　会議にはIFCBA加盟団体25カ国中17カ国のメン

バーが参加し、日本からは、一般社団法人日本通関

業連合会の岡藤正策会長と同事務局の北村直彦総務

部長が参加し、会議のハイライトである各国メン

バーによるプレゼンテーションでは、日本から岡藤

会長が「COVID-19による通関業者への影響」及び

「COVID-19へ対応するための日本国税関の取組み」

について紹介を行いました。

　参加国は全世界に跨ることから、時差（注２）の関係

で日本は午後９時からの開始となり、会議が終了し

たのは日付の変わった翌11日午前２時過ぎとなり、

少々身体に堪える会議となりました。

　なお、今回の会議では、IFCBA会長及び常任理

事の改選が行われ、次期（2020-2022）会長に中

国通関業会会長のGe Jizhong（葛基中）氏が、常

任理事としてアンゴラのPedro Bequengue氏、カ

ナダのAngela Collins氏、豪州のPaul Damkjaer

氏、米国のMary Jo Muoio氏、アルゼンチンの

Pablo Pardal氏、インドのShankar Shinde氏がそ

れぞれ選出され、今後２年間の活動を行っていくこ

とになりました。

　会議資料については、一般社団法人日本通関業連

合会ホームページ（会員専用ページ）に掲載してお

りますのでご覧ください。

（注１）�IFCBA （通関業連合会国際連盟：International 
Federation of Customs Brokers Associations）

（注２）�カナダ：午前５時開始、豪州：午後11時開始、
最大時差：16時間

IFCBA総会・理事会の開催

2020年
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WCO事務総局長 御厨邦雄博士（写真上段右）からのビデオ・メッセージ（会議冒頭）
写真上段左：IFCBA事務局長Carol West（カナダ）
写真下段：IFCBA元会長Jaime King（メキシコ）

岡藤正策会長によるプレゼンテーション（日付が変わった11月11日午前１時過ぎ）

Ge Jizhong中国通関業会会長（写真下段）による挨拶（次期IFCBA会長に決定した直後）
写真上段左：IFCBA事務局長Carol West（カナダ）

写真上段中央：IFCBA会長Candace Sider（カナダ）
写真上段右：IFCBA元会長Jaime King（メキシコ）
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　まずは、私が通関士試験を通して得たことについ

てお伝えします。

　１つ目に、自分に自信がつきます。私は学生時代

に貿易や通関に関する勉強をしていなかったため、

自分の仕事に自信を持つことが出来ませんでした。

しかし、試験に合格すると、国から通関の仕事が出

来る能力がありますよ、とお墨付きを貰ったという

ことになるため、自信を持つことが出来ました。今

は、まだ通関業務に関する仕事はしていませんが、

ゆくゆくは携わりたいと考えています。

　２つ目は、自分の弱さと向き合うことが出来るよ

うになりました。今日は仕事が疲れたからちょっと

休もうかな、今日は気分が乗らないから勉強を止め

ようかな、と思うことがありました。しかし、そん

な弱い心が出てきたときは、なぜ通関士をとりたい

のか、とったらどうするのかを書いた紙を見て、や

る気を維持しました。

　次に、どのように勉強に取り組んだのかお伝えし

ます。

　私は、貿易事務に携わる中で、タリフを眺めるの

が好きだったので通関士の資格を取得しようと決め

ました。

　独学での勉強では、わからない箇所を完全に理解

することは難しく、壁を感じていました。そのため、

社内で実際に通関士試験に合格された方に相談した

ところ、当講座受講の案内があり、申し込みました。

　当講座の模擬試験が行われました。自己採点結果

は、通関業法36/45（80％）、関税法44/60（73％）、

通関実務19/45（42％）でした。通関実務が６割を

切ってしまったことが非常にショックで落ち込みま

した。通関実務の中でも配点の大きい輸入申告で大

きくミスをしてしまったため、「ゼロからの申告書」

を中心に勉強し直しました。10月の本試験では、

申告書の問題で満点をとることが出来たのは、最後

の追込みのおかげだと思います。

　試験当日はいつもと同じ時間に起床し、試験の始

まる１時間前には会場に到着しました。とても緊張

していましたが、過去問で全科目９割できた時のこ

とを思い出し、「私ならやれる！」と気持ちを奮い

立たせました。途中退席時間が設けられていますが、

富島運輸（株）

渡辺　成子 様

2020年度通関士試験・通信添削研修

第54回通関士試験　合格体験記

（一社）日本通関業連合会・研修事務局

　第54回通関士試験に合格された皆様、おめでとうございます。

　今年度、当連合会の通信添削研修を受講して合格者された方々のうち、６名の皆様に合格体験記を寄稿

していただきました。

　お忙しい中どのように勉強時間を確保したか、勉強方法やモチベーションの維持方法など、今後「通関

士試験」合格を目指す方に是非とも参考にしていただきたい体験記です。
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私は退席せず最後まで問題に取り組みました。実務

の試験でtripodsという知らない単語が出てきて焦

りましたが、タリフを眺めるのが好きだったのが幸

いしたのか、tripodsを３脚と訳す箇所を見つける

ことが出来ました。本試験のタリフはページ数も少

ないので、分からない英単語は直ぐに日本語訳を見

つけることが出来ます。

　最後になりましたが、この度お世話になった講師

の皆様方、会社の皆様、家族、支えて下さった方々

全てにお礼を言いたいと思います。ありがとうござ

いました。

　今回で通関士試験を受験するのは最後にしたい！

年が明けてまずそう思いました。

と言いますのも今まで何回か受験をしてきましたが

合格に至ることはなく年月だけがずるずると過ぎて

きたからです。

　そこでまず初めにどのように勉強を進めればよい

か今までの事を振り返りスケジュールを立てること

にしました。ポイントとしたのは勉強を開始する時

期と勉強を行う内容についてです。

　まず勉強を始める時期については３月から始める

ことに決めました。これまでは仕事に追われている

ことを言い訳に平日はあまり勉強時間を取ることを

しませんでしたが、今回は勉強開始の時期を前倒し

にして平日の勉強時間が短くても試験までにある程

度の勉強時間が確保できるよう考えました。

　また勉強の内容についてもこれまでは市販の問題

集をただやみくもに解いていただけでしたので、法

律をしっかり解釈し理解するためのテキストも必要

だと感じました。しかしどんなテキストか良いもの

か悩んでおりましたところ、日本通関業連合会が

行っている講座の存在を知り申し込みさせて頂きま

した。

　講座の内容としては通関業法・関税法等といった

カテゴリーごとのテキストとそれに連動した問題

集、定期的な模擬試験、スクーリング（講座）があり、

自分の勉強しようとするスタイルに合っていると感

じました。

　これらをもとに１週間の中では比較的勉強時間の

取れる土日はテキストを読み込み、平日はその復習

も兼ねて問題集を解いていくという日々が続きまし

た。定期的に行われた模擬試験は添削により今の自

分が理解出来ているところ、そうでないところが分

かり、その後の学習に生かすことが出来たと思いま

した。

　スクーリングにおいては特に関税法や関税定率法

等の学習範囲が広いためもう少し日時を設けていた

だけたら尚よかったと感じましたが、それでも試験

に対するポイントを聞くことができたのは個人での

学習では得られないもので、その後の試験対策に生

かす事ができたと思います。そして自分と同じ試験

合格を目指す方々を目にしてさらに頑張ろうという

気持ちにもなりました。

　最後になりましたが、通関業連合会のスタッフや

講師の方々には大変お世話になりました。おかげさ

までやっと今回合格することが出来ました。この場

をお借りしお礼申し上げます。本当にありがとうご

ざいました。

　私は入社してから「絶対合格する！」という思い

で過去２回通関士試験に挑戦しましたが、あと一歩

コーウン物流サービス（株）

片岡　巧 様

山九（株）

西園寺　惟 様
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のところで合格することが出来ず、悔しい思いをし

てきました。今年ようやく合格することが出来て、

本当に嬉しく思っています。これまで様々な資格に

挑戦してきましたが、通関士試験は覚える関税関係

法令も多く、通関実務は時間がタイトなため数をこ

なして問題に慣れる必要があり、改めて働きながら

資格の勉強をすることの大変さを感じました。

　過去２回挑戦したので教材はある程度揃えていま

したが、社内で当講座受講の案内があり、申し込み

をさせて頂きました。テキストは要点がわかりやす

くまとめられており、問題集を解いていてわからな

いところを調べるのに非常に便利でした。また、定

期的に提出課題があるので早い段階から自分の実力

を試すことが出来、モチベーションに繋がりました。

提出課題では講師の方々が１科目ごとに採点して下

さり、毎回手書きのコメントや苦手なところをアド

バイスして下さるので心強かったです。

　今年は新型コロナウイルスの影響でスクーリング

が延期になったり中間模試が中止になったりと焦り

もありましたが、毎日仕事終わりに１時間でも勉強

する時間を取り、継続的な学習を続けたことが合格

に繋がったのではないかと思います。予定より遅れ

てではありますがスクーリングにも参加することが

出来、他の受験生の頑張る姿に自分も頑張ろうとま

た気持ちを持ち直しました。

　過去２回は通関実務の点数が足りず不合格になっ

たこともあり、今年は通関実務に重点的に取り組み

ました。特に申告書は全問正解するつもりで練習問

題を繰り返し解き、苦手な分類や複雑な関税評価に

も対応出来るようにしました。その結果、本試験で

は８割以上の得点を取ることが出来ました。官報に

自分の名前を見つけた時は本当に嬉しかったです。

　通関士試験に合格したことにより、日々の業務に

も自信を持って取り組めています。今後は通関士と

して適正で迅速な通関が出来るよう、更なる知識向

上に努めて参ります。最後になりましたが、お世話

になった講師の方々やサポートしてくれた会社の上

司・家族、応援してくれた全ての方にお礼を申し上

げます。誠にありがとうございました。また、これ

から通関士試験合格を目指す皆様の努力が報われる

ことを心からお祈りしています。

　通関士試験を受けようと思ったきっかけは、会社

の先輩が資格を取ったので、私も頑張りたいと思い、

受験することを決めました。

　通関士試験対策で意識していたことの一つは、時

間の確保です。平日は朝、昼、晩と分けてその時に

できることを勉強しました。早朝は、頭がすっきり

とした状態で勉強に臨めるので、最も難しい通関実

務を解いていました。目標タイムを輸出は15分、

輸入は25分と定め、毎回タイムを測り、記録して

いました。記録を残すことによって、自分が苦手だっ

た問題を把握することができ、重点的に力を注ぐこ

とができます。

　電車の通勤時間は、市販の穴埋め問題集と過去問

題集を活用しました。穴埋め問題集は、赤ペンで答

えを記入し、赤シートを使って暗記しました。また、

携帯のボイスレコーダーに問題文を全て録音して聞

いていました。これらの方法で、通関業務の穴埋め

はほぼ、暗記することができ合格点に到達すること

ができました。過去問題集は、問題をコピーしてか

ら解き、２周目は赤ペンで答えと簡単な解説を記入

し、３周目以降は赤シートで何度も読むことで力を

つけ、関税法等の選択式問題を解くことができまし

た。答えを読んでもわからない時は、日本通関業連

合会から配布される六法で調べ、それでもわからな

い時は、講師の方々に質問をして理解を深めました。

解く、わからない、調べる、質問する、を繰り返す

（株）サンシン．

丹羽　海太朗 様
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ことによって、問題を徐々に解けるようになりまし

た。たくさんの質問に丁寧に対応してくれた日本通

関業連合会は本当に心強かったです。

　会社の昼休みには、朝勉強してわからなかった通

関実務を会社の先輩に質問をしたり、計算問題や課

税価格の問題をやったりと、10分でもその時にで

きることをやる、という意識で勉強を進めました。

課税価格の問題の実例は、税関のHPに載っていた

ので活用することをおすすめします。

　今年は、新型コロナウイルスの影響で図書館を利

用することができなかったので、新しい机とイスを

購入してモチベーションを高めました。毎日の勉強

時間を記録したことも、気持ちを盛り上げることに

つながりました。また、勉強が身に入らない時は、

音楽を聞いたり、疲れた時は少し目を瞑ったりと、

自分なりの休憩をすることによって、勉強を続ける

ことができました。

　私は、受験回数２回目、総勉強時間768時間で合

格することができました。それは、熱心に質問に答

えてくれた講師の方々、会社の先輩方、そして最後

まで支えてくれた家族のおかげだと心から思ってい

ます。本当にありがとうございました。

　今年度の通関士試験に合格することができまし

た。昨年度に続き２度目の受験となる為、昨年行き

届いていなかった科目、克服するべき分野を重点的

に勉強しました。全科目に共通して意識していたこ

とは、習慣づけることと、単に暗記するだけではな

く、なぜそうなるのか。を考えながら覚えることで

した。

　実際に勉強を始めたのは５月の初旬で、まずは実

務と関税法を並行して勉強を始めました。実務は特

に計算問題、品目分類そして基本通達の読み込みを

習慣的に行いました。計算問題は、通信添削研修の

計算問題演習テキストを使用し、最終的に10周を

目標に、色々な問題形式に対応できる様に数をこな

しました。

　品目分類は単語カードを作り、毎朝10分だけで

も目を通すことを習慣づけることで、最終的には反

射的に思い出せる様になっていました。また、基本

通達の読み込みは、計算問題や輸入申告作成問題の

際に必ず必要となる知識なので、曖昧な部分が無い

ように、何度も繰り返し覚えました。

　また、関税法や通関業法に関しては、出題傾向が

高い分野から順に進めました。特に複数選択式が苦

手だったので、通信添削研修の過去問題集を10周す

ることで、どの角度から問題が出題されても対応で

きるように、何度も繰り返し問題を解きました。こ

の２科目で苦戦したのは、関税法に関しては量が多

いこと、通関業法は範囲が狭いけれど深いところま

で知識が必要なことでした。そのため、はじめの頃

は、新しいことを覚える度に数日前に覚えたことを

忘れてしまう、の繰り返しが非常に苦しい時期があ

りました。そこで、片道１時間半の通勤時間を利用

し、夜は暗記、朝の通勤時間は復習に当てることで、

自分に合った進め方を見つけることができました。

　また、全体を通し、色々な問題に慣れるためには、

複数の模試を受けることや、添削問題を活用するこ

とも必要だと感じました。その中で自分では理解で

きない部分も沢山あったので、その際には何度も質

問票を提出させて頂きました。私がこの添削研修を

選んだ１番の理由は、質問回数に制限がないこと

だったので、積極的に利用して疑問点をなくすこと

で、確実な知識を身につけながら気持ちよく勉強を

進めることができたと実感しています。仕事と勉強

の両立は苦しいことが沢山ありましたが、根気強く

毎日コツコツ続けることで、合格はもちろん、ここ

まで頑張れたことに自信を持つこともできました。

ケイライン 
ロジスティックス（株）

塚本　晴佳 様
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　最後に、これまでサポートして下さった通関連合

協会の皆様、家族、友人に深く感謝申し上げますと

共に、これから受験される皆様の合格をお祈り致し

ます。

　「三十歳を迎えたことだし、コロナ禍で時間も作

れそうだ。よし！通関士の資格を取ろう！」

　今年の四月にそう決意し、無事に三科目受験で通

関士試験に合格することができました。

　私は、通関業者で輸出入貨物の営業を行なってお

り、普段業務で関わっていることもあって通関士試

験に関連する各法律の知識が多少ありました。四月

まで通関士試験の勉強をしたことはありませんでし

たが、そのことは大きな強みであったと思います。

　合格する為には効率的な勉強が一番重要であると

考え、通関業務の第一線で活躍する企業が名を連ね

る日本通関業連合会の講座が最も効率的であると思

い、本講座の受講を決めました。

　私は平日の朝晩に計二時間、休日は計四時間を目

安に勉強しましたが、時間にはそこまで拘らず、や

るときは続けてやり、集中できない時はやめるよう

にしていました。

　まず試験日までのカレンダーを作り、いつまでに

何をやるべきかといった計画を立てるようにし、テ

キストが届いたら、目次を見て各科目の全体像を把

握してからそれぞれ一通り読みました。テキストは

要点が簡潔に纏められており、すらすらと読むこと

ができました。GWには前年の過去問を解き、自分

の実力を早めに把握するようにもしましたが、この

時は各科目五割程度の正答率であり、合格まではま

だまだの実力でした。その後、八月末までテキスト

と問題集を中心に少しずつ覚えていきました。提出

課題や中間模試は本番のように時間を測りながら解

き、試験問題に慣れることにも心掛けました。九月

からは最も苦手な申告書と計算問題に重点を置き、

十年分の過去問や模試を三回ずつ解き、勉強の甲斐

もあって、直前に受けた同講座と日本関税協会二つ

の模試では、各科目七-八割の正答率が取れるよう

になっており、自分の自信にも繋がりました。試験

前日にはテキストの要点部分のみを復習し、早く寝

て試験に備えました。試験当日、半年間やってきた

自分を信じて、「自分はできる！」と何度も心の中

で唱えながら試験開始の合図を待っていたのを覚え

ています。試験日の二日後から連合会や各予備校の

解答が出始め、合格を確信しました。

　本講座でお世話になった同連合会の方々、サポー

ト頂いた会社の方々、また幼い娘の育児を一手に引

き受けてくれた妻や勉強で疲れた時にいつも元気を

くれた娘にも深く感謝しております。

　今回の経験で得た知識や忍耐力を今後の業務でも

活かしていきたいと思っております。

五洋海運（株）

北村　啓太 様
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　函館を訪れるとき、陸・海・空路のいずれでもま

ず目に入るのが「函館山」。

　牛が寝そべっているように見えるその山容から別

名「臥
が

牛
ぎゅう

山
ざん

」と称される。

　函館山は、333ｍ眼下に映しだされる「世界三大

夜景」の観光名所。

　その山麓に視線を向けたとき、海岸に続く何本も

の真直ぐな坂道が現れる。

　坂に挟まれて、まるでおもちゃの如く、ひな壇に

座っている建物の数々が目に入って美しい景観と

なっている。

　函館山のふもと、港に向き合う界隈は、一般に「西

部地区」と呼ばれ、今では函館の一部という位置づ

けになっているが、江戸時代から明治にかけて、函

館といえばこの狭い範囲の地域を指していて、銀行、

海産商、病院、住宅、商店、歓楽街、寺院等々、様々

な機能が集約されていた。

　それらの建物には、当時の日本の建築技術を駆使

して建てられたものも多く、和洋折衷住宅という、

日本の他地域ではほとんど見られない、独特の建造

物も数多くある。これらが混在して、ほかの都市で

は見られない、街全体がまるで画家が描いた絵のよ

うな風景を見せてくれている。

　この美しさは自然にできたわけではなく、明治時

代から幾度となく街を襲った大火によって、多くの

人と家屋を失った経験から、道路は入り組まず真直

ぐに道幅も広くして、延焼を阻止しようという、防

衛策から生まれたもの。

　たとえば二十間坂は、明治12年の大火の後、防

火帯として道幅が二十間（約36ｍ）に広げられた

ことからつけられた名前。そのほか、基坂、八幡坂、

護国神社坂など幅の広い坂を設けて、防火帯とした

背景がある。

　そして、函館の坂の周辺には、当時日本の中でも

先進的な文化が育まれていった。

　二十間坂と大三坂に接する日本初のコンクリート

寺院「東本願寺函館別院」、大三坂上に位置する教

会群。ここには、日本に初めて作られたロシア正教

会の教会である「函館ハリストス正教会」や、ロー

マ法王より唯一寄贈された祭壇を持つ「元町カト

海、山、歴史を楽しむ「函館の坂」
函館通関業会

通関業会だより

洋上からみた函館山（臥牛山） 函館山からみた函館市街
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リック教会」などがある。

　記念撮影の定番となっている八幡坂のつきあたり

周辺は、明治時代の一時期は国内でも類を見ない、

三つもの女子学校が並ぶ文教地帯であった。

　元町エリアからベイエリアに向かって直線に走る

数々の坂は、海と街を見渡す景色が楽しめる場所と

して人気がある。

　赤レンガ倉庫が立ち並ぶウォーターフロントの先

を進むと、函館山へ導いてくれるのが「八幡坂」。「訪

れたい坂日本一」に輝いた坂。

　函館山からの夜景と並んで、函館のビュースポッ

トとして紹介されることが多い坂。

　突き当たりにあるのは、演歌界の大御所・北島三

郎が通ったことで知られる函館西高校。その真下か

らの眺めが絶景で、かつて、CMで年配の夫婦が手

をつなぎながらスキップするシーンのロケ地として

評判となり、「チャーミーグリーンの坂」と呼ばれ

「八
はち

幡
まん

坂
さか

」1

ハリストス正教会 元町カトリック教会

八幡坂から函館港を望む（正面に摩周丸が浮かぶ）
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ることもある。

　坂の名は、函館八幡宮があったことに由来すると

伝えられている。函館八幡宮は大火の被害を受けて

1880（明治13）年に谷地頭町に移ったものの、そ

の後も坂の名称は残された。港に係留展示されてい

る青函連絡船　摩周丸を正面に望める、函館で１、

２を争う人気の高い坂となっている。

　冬には「はこだてイルミネーション」で、街路樹

と石畳が美しく照らし出される。坂の頂上に続く細

い坂を上がっていくと大きな鳥居の先に木々に囲ま

れた趣のある船魂（ふなだま）神社の社殿。ここは

北海道最古の神社と呼ばれ、800年を超える歴史を

持つ隠れた名所。

　その名の通り、道幅が二十間ある。長さの単位で

ある１間（けん）が1.81m、その道幅が20間（約

36m）に相当するのが語源。1879（明治12）年

の大火後、防火帯として整備された。

「二
に

十
じゅっ

間
けん

坂
ざか

」2

JR函館駅、朝市へと続く二十間坂

冬のイルミネーション 船魂神社境内
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　当初は、木が多く茂っていたことから「緑坂」、

または付近に大工や工人が多く住んでいたために

「大工町坂」と称されていたこともあった。1900（明

治33）年には、道幅の広さからか、函館山要塞に

備える大砲を搬送するのに利用されていた。

　現在では、黒っぽい石が規則的に敷き詰められ、

その美しさがロマン漂う町並み形成の一端を担って

いる。

　坂をバス通りまで上ると、左手には郷土が誇る老

舗レストランの五島軒。また、突き当たる右手前に

は、1915（大正４）年に建立された国内最古の鉄

筋コンクリート造り寺院で、瓦の大屋根が特徴の東

本願寺がそびえている。

　この道は、函館山を背に進むと「開港通り」と呼

ばれ、地元住民や観光客の胃袋を満たしてくれる函

館朝市へと通じている。冬期間は沿道の木々に電飾

が施され、ショッピングモールとして人気の函館明

治館（旧函館郵便局）まで続く壮大なイルミネーショ

ンは、ロマンチックな感動を与えてくれる。

大火に備えた日本初の鉄筋コンクリート造り「東本願寺函館別院」

函館明治館（旧函館郵便局）
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　函館山のふもとにある坂のなかでも、かなり急な

部類に入るチャチャ登り。

　「チャチャ」とはアイヌ語で「おじいさん」の意。

あまりにも急な坂で誰もが腰を曲げて登ることから

名付けられたそう。上り切って振り返ると、教会を

含む函館らしい絶景を拝むことができる。

　「日本の道百選」に選ばれた大三坂を上がってく

ると、右手にカトリック元町教会。そこからさらに

進んだ奥の坂がチャチャ登り。道幅は車一台がやっ

と通れるほどの狭い石畳。英国国教会系のモダンな

建物、真上からみると十字のデザインだとわかる聖

ヨハネ教会や、白い壁と王冠のような形で緑青の屋

根が美しいハリストス正教会が見え、ちょっと鳥肌

がたつくらいの美しさとなっている。

　宗派の違う３つの教会が隣り合って立っているエ

リア。どの宗派も、日本での布教に困難を極めた時

代があり、近代日本に、料理や生活様式、道徳観な

どの面で少なからず影響を与えている。

「チャチャ登り」3

聖ヨハネ教会

登るひと誰もの腰が曲がるチャチャ登り
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　「芝居町の坂」や「見返り坂」など、かつての繁

栄を偲ばせる多くの通称がついていた坂。現在は閑

静な住宅街。和洋折衷の特徴を持つ民家も多数建ち

並ぶ。江戸時代後期、商人だった大石忠次郎の屋敷

がこの坂の上に建っており、近隣では有名な巨木

だった「義経腰掛けの松」がその邸門に植えられて

いたため、縁多き「常盤の松」にちなんで坂名がつ

けられた。また、大石が経営する芝居小屋があった

ことから「芝居町の坂」、坂の半ばに遊廓があり、

遊女との別れを惜しむ客の姿をなぞらえて「見返り

坂」との別名も。この付近一帯に住民の娯楽が満ち

あふれていたことが読み取る。

　現在は、かつての派手なイメージとは一変、民家

が立ち並ぶ閑静な住宅街。坂の始点手前からは、歴

史的な建物が点在。市電通りの一本海寄りの道には、

スカイブルーの外観がまぶしい日魯漁業の前身にあ

たる旧堤商会、並びにある国指定の重要文化財・太

刀川家住宅店舗も見逃せない。

　坂の両脇に植えられたナナカマドは、秋になると

絶景を演出。坂を上るにつれて密集度を高め、その

枝葉は坂下に望む函館港を包み込むフレームのよ

う。紅葉と赤い実が坂の魅力を引き立てている。

「常
と き わ

盤坂
さか

」4

常盤坂から函館港を見下ろす

太刀川家住宅店舗
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　函館山山麓にある主要な坂では最長。その道程は

約720mに達している。

　かつては２本の坂だったが、明治12年の大火後

現在のような１本の坂となった。

　この時、地域の繁栄・発展を祈り「弥生」の名が

ついた。市電の「大町」電停で下車すると、山腹に

向かって真っすぐに伸びている。

　その長さに象徴されるかのように、坂の呼び名は、

さまざまなものが存在した。かつて坂は２本から成

り、一方の西側に称名寺が建っていたことから、「称

名寺坂」「西の坂」、または「寺町の坂」。もう一方は、

1871（明治４）年まで坂上にあった遊廓から帰る

人を冷やかしてか「改心坂」と呼ばれた。

　1879（明治12）年の大火後、現在のように１本

に整備された際、地域の繁栄・発展を祈念し、春を

意味する「弥生」が用いられている。

「弥
や よ い

生坂
ざか

」5

　明治時代に里数を測る基点となる「里程元標」が

立ったことからこの名前がついた。坂を上りきった

ところには、明治～大正時代の豪商・相馬哲平氏の

多額の寄付を基に建てられた「旧函館区公会堂」、「元

町公園」など有数の観光スポットがある。

　かつては行政の拠点として、坂上に役所が置かれ

ていたエリア。

　松前藩時代の亀田番所、幕府直轄時の箱館奉行所、

「基
もとい

坂
ざか

」6

港へ至る真直ぐな弥生坂。心が洗われる風景
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明治以降は開拓使、その後は1950（昭和25）年ま

で渡島支庁……と、時代の経過とともにその名称も

変わってきた。

　そのため、住民の間では「お役所坂」「御殿坂」の

名で親しまれていた。正式名は、里数を測る上で基

点となる元標が坂下に建てられていたのに由来する。

　坂の始まる手前、海上自衛隊（旧函館税関）から

電車通りにかけて、グリーンベルトが整備され、明

治天皇御上陸記念碑が高くそびえ、通りの角にはモ

スグリーン色をした相馬（株）の社屋。山の方に目を

向けると木々に囲まれるように、ブルーグレーとイ

エローの鮮やかな外観をした旧函館区公会堂が存在

感を示している。ときどき坂下を振り返りながら

ゆっくりと歩を進めていき、左手に旧イギリス領事

館を見て、坂の突き当りが元町公園となっている。

奥に旧函館区公会堂（工事中）を望む基坂

元町公園 旧函館区公会堂
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坂の下を走行する市電　函館ハイカラ号 旧イギリス領事館

乃木坂、欅坂、日向坂はありません……

〈参考資料・写真提供〉　函館市公式観光情報サイト「はこぶら」　HP
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　2020年はコロナ禍でたくさんの我慢を強いられる一年となってしまいました。連合会は各種会議、研

修事業にも大きな影響を受ました。それは、各地区も同様でしたが、連合会が「通関業の日」記念日講演

会を開催した時のように感染予防の徹底やリスク軽減を工夫した中で、対面での行事を開催した例があり

ますのでご紹介いたします。

　11月17日、埼玉県倉庫協会は「倉庫業界女性職員ネットワーク交流会」を開催しました。

　　主催者挨拶　埼玉県倉庫協会　箱守　和之　会長

　　第１部：吉本芸人として学んだビジネスコミュニケーション術 

　　　　　　夏川　立也　氏（京都大学工学部卒の元：吉本興業芸人）

2021年です。どんな一年になりますでしょうか！
コロナの収束を祈るばかりです。

日々是好日

埼玉県倉庫協会
「倉庫業界女性職員ネットワーク交流会」の様子

いいこときかく
通関業界で働く人のためのネットワーク
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　北海道においても新型コロナウイルス感染症の拡

大によって当会の各種事業が中止、延期される中、

通関士部会から研修会の開催について強い要望があ

りました。

　通関士は、通関業務を担当している現場の通関士、

一人ひとりが幅広い知識を身につけ、お客様から評

価され、信頼を獲得することが最も重要である。

　通関業・通関士に求められる役割や知識量は大幅

に拡大、変化しており、時代の変化に適切に対応し、

通関士の重要性が等身大に評価されるためにも、新

たなる知識の習得は大変重要なものとなっている。

是非とも税関講師を招いた研修を実施したいとのこ

とであった。

　これを受け11月26日（木）に北海道の中では感染

者の少ない函館市（フォー

ポイントバイシェラトン

函館）において、通関士

部会北海道・東北ブロック合同研修会を実施しました。

　当初、コロナ禍の中でも、多数の申し込みがあり

ましたが、北海道の警戒ステージが上がるにつれ辞

退者が増え、さらに当日はJR札幌駅近くの人身事

故の影響で札幌からの特急列車が２時間以上遅れる

という状況で研修に間に合わない方も数名出ました。

　研修会は、函館税関から３名、NACCSセンター

から１名の講師をお招きし、それぞれの専門分野の

研修をいただきました。

　　第２部：物流業界における女性の活躍について 

　　　　　　石井　麻里　氏（カーゴニュース　記者）

　　物流業界の取組の紹介と女性活躍のポテンシャルについて取材を通して感じた思いと現状がその内容でした。

　　物流業界団体の取組の事例として連合会のワーキンググループの活動の紹介がありました。

各地区での女性通関士ネットワーク活動の様子

函館
通関業会

通関士部会北海度・東北ブロック
合同研修会実施!!
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日　程

　①通関士部会長挨拶� 板谷 勉 部会長

　②各種NACCS業務について

� 営業推進課　伊藤課長補佐

　③研修会

　　・最近の通関行政について

� 統括審査官　藤原健逸

　　・品目分類上のポイントについて

� 関税鑑査官　浅川修一

　　・最近の非違状況について

� 通関業監督官　本間直人

　④通関業会活動状況� 柳川専務理事

　⑤自由討議

　⑥意見交換会

　出席した通関士からは次のような意見がありました。

　「税関職員の対面での講義はとても勉強になりま

した。

　また、意見交換会では久しぶりに他社の方々と情

報・意見交換ができコロナ禍の対策・取扱状況など

参考になりました。」

　例年「通関士部会北海道・東北ブロック合同研修会」

に合せて開催している「女性通関士委員会」は残念

ながら中止としましたが、来年度は無事に開催でき

るように祈念して研修会は盛会裡に終了しました。

150人収容会議室をゆったりと使用　３人机に１人掛飛沫防護スクリーンを設置し、検温係、消毒係もいる受付

最近の通関行政の講義。藤原統括審査官（総括） マスク着用で十分な間を取った研修（換気で寒かったです。）
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　オンライン化が進めば進むほど、リアルの重要性や貴重性が求められて
きています。
　講義や技術習得などのインプット型の研修はオンラインの方が効果は高
く、ワークショップやディスカッションなどのアウトプット型の研修は効
果が薄いというデータが出てきているそうです。
　やはりその場、その空間を共有することで感じられる熱量や雰囲気など
はオンラインでは伝わらないため、リアルでの集合研修が無くなるという
可能性は極めて少なそうです。
　しかしながらコロナが収束しても以前のようなやり方と同じわけにはい
きませんので、新しい方法を模索していく必要があります。

　さて次はいいこときかく特別企画連合会専務理事と９業会専務理事によ
るエールをお送りします。本年も連合会と各地区通関業会は会員の皆様に
寄り添った活動を推進いたします。

　最後は、１月号ということでカルタをご紹介します。
　東京都では「ウィズコロナ東京かるた」を活用することで感染予防策の
徹底促進を図っています。ぜひお試しください。
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尾関専務

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、コロナ禍で全国たいへんでしたね。
　集合式の会議・研修、或いは、出張等もできなくなり、世間では、リモート

会議、在宅・テレワークが「アッ」という間に進行し、仕事の方法も大きく変わるなど、新しい日
常がどんどんスタートしました。全世界においても当初戸惑いのマスク姿も、瞬く間に定着しました。
　日本人にとって、先行き不安な日々が続く中、昨年上期のNHK連続テレビ小説「エール」で紹介
された数々の「歌」が人々の背中を少し押してくれた感がありました。「紺碧の空」「六甲おろし」「闘
魂こめて」「栄冠は君に輝く」、なかでも「ドン底に大地あり」というメッセージが印象に残った「長
崎の鐘」等々（涙腺が緩みました。個人的感想です）。
　それでは、今年も日本の貿易・物流に欠かせない「エッセンシャルワーカー」（通関業界等）とし
て働く皆さんの益々の繁栄を祈念し、更には、日本国並びに世界中の人々の復興を祈って、皆さん
で「イヨマンテの夜」を歌い上げましょう。一寸難しい歌ですがWEB合唱で…。

東京
通関業会

今野連合会専務

　“いいこときかく”をご覧になっている皆さん、明けましておめでとうござ
います。
　新型コロナ対策で最も成功した国と言われている台湾とニュージーランド、

両国に共通するのは政治のトップが女性であること、国会議員や閣僚に占める女性の割合が非常に
高いということです。
　一昨年、中国・アリババのジャック・マー（馬雲）前会長が引退直前のスピーチで「私は女性、
特にアジアの女性のリーダーシップ力を信じている。男性は全体を見て、女性は細部を見る。父を
欺くのは簡単だが、母はそうはいかない。……女性は他人の感情を読み取り、活発にコミュニケーショ
ンを取り、それが成功の要素になる。日本企業はもっと若い女性リーダーを増やしていってほしい。」
と語ったそうです。
　連合会では、2021年度に新たな女性通関士支援事業を開始する予定です。乞うご期待！

連合会

いいこときかくコーナー特別企画

連合会専務と
９業会専務によるエール交換
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大野専務

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、昨年を振り返れば、年明け当初は今の様な状況は全く想定しておらず、

ほぼ例年通りの清々しい新年を迎えたと思っておりました。しかし、１月下旬頃から雲行きが怪し
くなり、２月以降は当業会でも定時総会を書面決議に変更、また、春の従業者研修を中止にするな
ど様々な事業は変更、または中止を余儀なくされました。
　その様な中、通関業会の会員の皆様はコロナ禍においても国際物流の要として、企業の貿易活動
を支える重要な果たし、厳しい環境の中でも貢献し続けられていることに頭の下がる思いです。
　当業会においても、頑張っておられる会員の皆様のお役に立てないかとの思いで２月下旬から「通
関士のための在宅勤務ガイドライン」の検討を開始し、暫定版を４月９日に当業会ホームページに
掲載、更に、「新型コロナ対策こぼれ話」と題した参考情報の提供などにも取組んでまいりました。
また、専らメール開催のみとなっていた神戸通関士部会役員会や実施出来なかった研修・説明会を
WEB開催するなど、これまでの取組み事業も大きく様変わりしました。遠隔地に所在する会員店社
様が多い当業会の特色もあってか、この開催方法を評価する声も頂戴しており、今後の新たな選択
として定着・発展させる必要性も感じております。
　さらに、今年はオリンピックイヤーであるとともに、通関業界としては中韓が参加するRCEPが発
効する年でもあります。これらについては各方面からの期待は大きく、これらに関連する期待にお
応えする必要があると考えます。
　また、できる限り早期に新型コロナが収束し、進展するメガEPAの活用拡大や港湾のデジタル化、
更には通関業務のAI化などを含めた今後の通関業の在り方など将来に向けた議論・検討に尽力できる
年になり、会員店社の皆様が安心してそれぞれの使命に取り組める明るい年になってほしいと願っ
ています。
　この様な取り組みには会員店社の皆さんのご理解、ご協力がなければ実現できません。皆様方の
声をお聞かせ頂き共に取り組んでまいりたいと思いますので、宜しくお願い致します。

神戸
通関業会

岩田専務

　新年明けましておめでとうございます！
　昨年はコロナの影響で働き方の変革が求められ、ご苦労の多い一年ではな
かったかと思います。暫くの間コロナが続くかもしれませんが、会員の皆様が

この難局を乗り越えて輝かしい未来を迎えられることを願っています。
　通関業会は「丑年」に因み、ゆっくりではあっても力強く皆様を応援して参ります。
　皆さん頑張りましょう。

横浜
通関業会
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坪井専務と通関士部会一同

　皆様あけましておめでとうございます
　昭和22年８月に名古屋通関業会の前身であります「名古屋税関貨物取扱人同
盟」が設立されてから、今年で74年目を迎えることができました。

　74年前まで遡り、丑年の出来事を調べてみますと、
　1949年　�湯川秀樹氏が日本人初のノーベル賞を受賞、NATO発足、国鉄三大ミステリー事件
　1961年　�「地球は青かった」有人宇宙飛行船が初の地球一周、坂本九の「上を向いて歩こう」の

大ヒット
　1973年　�オイルショックによる買い占め騒動、小説「日本沈没」刊行
　1985年　�ゲーム「スーパーマリオブラザーズ」発売、「つくば博」開催
　1997年　�ナホトカ号重油流出事故、サッカー日本代表がWカップ初出場を決める
　2009年　�衆院選で民主党が歴史的勝利による政権交代、新型インフルエンザの発生
など暗い出来事もあれば、明るい出来事もありました。コロナ禍で迎えた新年ではありますが、明る
い出来事が一つでも多くありますよう、また皆様にとって良い一年になりますよう願っております。

名古屋
通関業会

児玉専務

　「太宰府天満宮には、菅原道真公のお使いといわれる御神牛が祀られていま

す。撫でると知恵を授かり、体の悪い部分が良くなると言われます。

　今年は丑年。牛にあやかり、コロナ禍を乗り切りましょう。すき焼きもおいしいですけどね。」

門司
通関業会

畑中専務

　昨年はコロナ禍の中、会員店社様にご協力いただき、初めて税関とのテレビ
会議や研修等のWEBライブ配信を導入し頑張ってきました。
　今年も日英EPAやオリパラ等いろいろありますが、通関業者の皆さんコロナ

に負けず一緒に頑張りましょう!!!!

大阪
通関業会
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田中専務

　明けましておめでとうございます。
　通関業会の皆様には、現下のコロナ禍において円滑な物流の維持等ご苦労が
多いことと察しいたします。

　当会においては通関業務講習会等の開催制約によって、皆さんにご迷惑をおかけしています。
　このような中、我が家において変わったことの一つを紹介します。「納豆嫌いの我が家で納豆を食
べ始めたことです。」
　長崎大学熱帯医学研究所によると、５-アミノレプリン酸「5-ALA」は新型コロナに強い感染抑制
効果があり臨床研究を始めた、とのことです。5-ALAは納豆などの発酵食品に多く含まれるアミノ
酸ですが、納豆を食べればよいということではありません…。
　我が国でもコロナワクチン承認申請がされました。
　安全で有効的なワクチンであることを願いつつ、お互い元気に乗り越えましょう。

長崎
通関業会

柳川専務

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、厳しい一年でした。４月の通関士部会総会、６月の通関業会定時総
会と書面決議。

　日本で一番早い「北海道非常事態宣言」で飲食・外出ジッと耐えぬいて、11月は「通関士部会研
修会」、12月には「新任通関士講習会」をいずれも対面で実施。久しぶりに管内の通関士の皆様と意
見交換会もできました。感染リスクと闘いながら、マスク、消毒液などの医療物資の通関に努めら
れた話も聞きました。

函館
通関業会

砂川事務局長

　いつも、いつもお世話になります。今年もよろしくお願いします。
　沖縄もコロナ禍が深刻です。いうよりもコロナ感染が心配です。
　でも朝ごはん後は、一人勤務のため毎日出勤です。

沖縄
通関業会

経済及び国民の生活に不可欠な
「エッセンシャルワーク」に携わる
通関士の皆さんに「エール」を送り、
コロナ禍が一日も早く収束することを
祈念します。

祈

35 JCBA3.1



36JCBA3.1



はじめに

「事後調査と関税評価」は、2010年3月号から2014年1月号まで「関税評価」を

テーマに連載し、その後は毎年11月に財務省が公表する「事後調査事績」の分析

と事後調査非違事例からみる関税評価を毎年1月に特別掲載しています。

令和元事務年度の事後調査（令和元年7月1日から令和2年6月30日まで）は、

新型コロナの感染拡大の影響により令和2年1月からほぼ実地調査を行うことが

できず、同事務年度の調査期間は令和元年12月頃までの6カ月間程度に短縮され

たものと考えられます。今号は、コロナ禍で当初の立入計画どおりに調査が実施

できず、異例となった令和元事務年度事後調査事績（令和2年11月4日公表）と過

去の事績とを比較しながら、今後の事後調査の展望に触れてみます。

１．令和元事務年度事後調査事績

(1) 令和元・平成 30 事務年度調査事績

事務年度

項 目

令和元年事務年度 平成 30 事務年度

前年度対比

実地調査輸入者数① 3,361 者 82.4％ 4,079 者

非違判明輸入者数② 2,723 者 84.3％ 3,231 者

非違の割合（②／①） 81.0％ ＋1.8 ﾎﾟｲﾝﾄ 79.2％

申告漏れ課税価格 1,231 億 2,300 万円 79.5％ 1,549 億 5,745 万円

追徴

税額

関 税 12 億 4,838 万円 102.1％ 12 億 2,257 万円

内国消費税 99 億 5,635 万円 79.8％ 124 億 6,906 万円

納付不足税額 112 億 474 万円 81.8％ 136 億 9,163 万円

加算税 ４億 6,682 万円 70.9％ ６億 5,849 万円

重加算税 5,540 万円 127.3％ 4,353 万円

総 計 116 億 7,156 万円 81.3％ 143 億 5,012 万円

通関士専門研修 関税評価・事後調査コース

特別掲載（第 30 回）事後調査と関税評価

(社）日本通関業連合会 講師 河月義朗
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◉ 実地調査輸入者数(立入者数)は、3,361 者（前事務年度比 82.4％）。

◉ 非違判明輸入者（申告漏れ等のあった輸入者）は、2,723 者（前事務年度

比 84.3％）。

◉ 不足申告額（申告漏れ課税価格）は、約 1,231 億２千万円（前事務年度

比79.5％）、これに対する納付不足税額及び加算税等の追徴税額は、約 116

億７千万円（前事務年度比 81.3％）。

◉ 追徴税額のうち重加算税額は約６千万円（前事務年度比 127.3％）。

(2) 令和元・平成 30 事務年度の納付不足税額が多い上位５品目

年度

順位

令和元事務年度 平成30事務年度

分類 品目 納付不足税額 分類 品目 納付不足税額

１位 85類 電気機器 22億6,709万円 85類 電気機器 33億6,536万円

２位 90類 光学機器等 19億1,913万円 90類 光学機器等 21億278万円

３位 84類 機械類 14億5,347万円 87類 自動車等 14億4,140万円

４位 24類 たばこ ６億2,591万円 84類 機械類 11億5,164万円

５位 39類 プラスチック ４億9,817万円 29類 有機化学品 ８億8,238万円

◉ 納付不足税額が多い上位５品目は、上記表のとおりであり、これらの５品目で

納付不足税額の約６割を占めている。

(3) 高額非違事例

◉ 事例１：輸出者に作成させた低価インボイスによる輸入申告

中国からの衣類の輸入に関し、輸入者が輸出者と通謀し、輸出者に正規

の価格よりも低価のインボイスを作成させ、課税価格の計算の基礎となる事

実を隠蔽・仮装して、低い価格が記載されたインボイスに基づき申告（不足

申告額：１億 957 万円、追徴税額：2,762 万円（うち重加算税 687 万円））。

◉ 事例２：輸入者自らが作成した低価インボイスによる輸入申告

中国からのプラスチックペレットの輸入に関し、正規の価格が記載され

たインボイスをもとに自ら低価のインボイスを作成し、課税価格の計算の基

礎となる事実を隠蔽・仮装して、低い価格が記載されたインボイスに基づき

申告（不足申告額：5,107 万円、追徴税額：859 万円（うち重加算税 217 万

円））。

◉ 事例３：輸入者が支払った開発費用の申告漏れ

台湾からの通信機器の輸入に関し、輸入者は、輸出者との取り決めに基づき、

インボイス価格とは別に、課税価格に算入する必要のある貨物に係る開発費用
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を別払し、当該開発費用を課税価格に含めずに申告（不足申告額：８億 8,954

万円、追徴税額：7,826 万円）。

◉ 事例４：仮価格インボイスによる輸入申告

アイルランドからの医薬品の輸入に関し、輸入者は、輸出者が暫定的に作成し

た仮価格のインボイスに基づき申告し、輸入後に決定された取引価格との差額を別

途支払っていたが、当該差額について修正申告を怠っていた（不足申告額：39 億

626 万円、追徴税額：３億 4,458 万円）。

事例１及び 2 は、重加算税制度が導入される以前では、不足税額やその手法

によっては関税犯則事犯として調査され、その結果、通告処分等に処されても

おかしくない事案です。加算税制度が平成９年に導入され、その導入後も適正

な関税を納付しない悪質な輸入者が多くあったことから、「隠ぺい又は仮装」に

より、納税申告をせず、又は事実とは異なる納税申告を行った者に対して、よ

り重い経済的措置を課す重加算税制度が平成 17 年に導入されました。この重加

算税は、故意の立証を必要とせず、関税ほ脱の犯意の立証が困難で通告処分等

の対象から除外される場合であっても、隠ぺい又は仮装という客観的な事実が

明らかであれば賦課することができます（情状が悪質でほ脱額が高額な事犯に

対しては、関税法第 136条の 2の規定によって直告発される場合もあります。）。

「事実を隠ぺい又は仮装に該当する場合」については、関税法基本通達 12 の

4－１に次のように例示されています。

① 仕入書など輸入貨物の課税価格を明らかにする書類の破棄又は改ざんがな

された場合（例：輸入取引に係る契約書、往復文書等の原始書類、運賃明細

書、保険料明細書等の通関書類のほか、総勘定元帳、損益計算書等の決算関

係書類等）。

② 特恵税率を適用するため、原産地証明書を偽造した場合、虚偽の申請に基

づき原産地証明書の交付を受けた場合。

③ 関税割当品目に該当する貨物を他の輸入貨物に紛れ込ませるなど、輸入の

許可を受けないで貨物を輸入しょうとする場合

④ 事後調査の際の具体的事実について税関職員の質問に対し虚偽の答弁を行

っているなど、その一連の事実関係から判断して、輸入申告時における隠ぺ

い又は仮装が確認できる場合。

上記事例１及び 2 は、①の場合に該当し、それぞれの事案の不足税額に加

え、高額の重加算税を賦課することとされた非違事案です。

◉ 実地調査輸入者数(立入者数)は、3,361 者（前事務年度比 82.4％）。

◉ 非違判明輸入者（申告漏れ等のあった輸入者）は、2,723 者（前事務年度

比 84.3％）。

◉ 不足申告額（申告漏れ課税価格）は、約 1,231 億２千万円（前事務年度

比79.5％）、これに対する納付不足税額及び加算税等の追徴税額は、約 116

億７千万円（前事務年度比 81.3％）。

◉ 追徴税額のうち重加算税額は約６千万円（前事務年度比 127.3％）。

(2) 令和元・平成 30 事務年度の納付不足税額が多い上位５品目

年度

順位

令和元事務年度 平成30事務年度

分類 品目 納付不足税額 分類 品目 納付不足税額

１位 85類 電気機器 22億6,709万円 85類 電気機器 33億6,536万円

２位 90類 光学機器等 19億1,913万円 90類 光学機器等 21億278万円

３位 84類 機械類 14億5,347万円 87類 自動車等 14億4,140万円

４位 24類 たばこ ６億2,591万円 84類 機械類 11億5,164万円

５位 39類 プラスチック ４億9,817万円 29類 有機化学品 ８億8,238万円

◉ 納付不足税額が多い上位５品目は、上記表のとおりであり、これらの５品目で

納付不足税額の約６割を占めている。

(3) 高額非違事例

◉ 事例１：輸出者に作成させた低価インボイスによる輸入申告

中国からの衣類の輸入に関し、輸入者が輸出者と通謀し、輸出者に正規

の価格よりも低価のインボイスを作成させ、課税価格の計算の基礎となる事

実を隠蔽・仮装して、低い価格が記載されたインボイスに基づき申告（不足

申告額：１億 957 万円、追徴税額：2,762 万円（うち重加算税 687 万円））。

◉ 事例２：輸入者自らが作成した低価インボイスによる輸入申告

中国からのプラスチックペレットの輸入に関し、正規の価格が記載され

たインボイスをもとに自ら低価のインボイスを作成し、課税価格の計算の基

礎となる事実を隠蔽・仮装して、低い価格が記載されたインボイスに基づき

申告（不足申告額：5,107 万円、追徴税額：859 万円（うち重加算税 217 万

円））。

◉ 事例３：輸入者が支払った開発費用の申告漏れ

台湾からの通信機器の輸入に関し、輸入者は、輸出者との取り決めに基づき、

インボイス価格とは別に、課税価格に算入する必要のある貨物に係る開発費用

39 JCBA3.1



また、事例 3 は輸入貨物に係る「開発費用」の申告漏れ、事例 4 は、輸出者

が作成した仮価格のインボイスで申告した後、輸入許可後に決定した実際の取引

価格との差額に相当する税額について修正申告を怠っていた非違事案です。

この二つの非違事案は、ほぼ毎年確認される事後調査非違の定番のような

ものです。通常、輸入貨物に係る「開発費用」は、仕入書価格とは別に請求さ

れますが、関税評価協定や関税定率法等に「開発費用」に関する特別な規定が

ないため、輸入取引に関連して買手が負担する「研究開発費」を課税価格に含

めるか否かについては、十分に検討して判断しなければなりません。

医薬品業界の新薬等の研究開発費に代表されるようにそれらの費用が研究に

携わる人件費や研究のために消費される原材料費等に使用され、当該費用の発

生時点では将来に期待される収益が獲得できるかどうかは不確実なものであ

って当該「研究開発費」が直接輸入貨物に結びつかないと判断される場合は、

輸入貨物の現実支払価格を構成するものとはいえず、一方、研究開発によって

得られる成果物(輸入貨物)が実際に商品化されて輸入される場合は、輸入され

る貨物とその「研究開発費」の結びつきによっては、輸入貨物の現実支払価格を

構成するものとなって輸入貨物の課税価格に算入すべきものとなります。

この「研究開発費」に係る非違事案では、平成 17 事務年度の高額非違事例と

して「輸入者が支払った研究開発費の申告漏れ」があります。この非違は、韓

国からの液晶テレビのパネルの輸入に関し、輸入者が輸入貨物の生産に必要な

技術の研究開発費を輸出者に仕入書価格とは別に支払っていたもので、この非

違による申告漏れ課税価格は 30 億円を超え、消費税(関税は無税)の追徴税額

は約 1 億 5,500 万円となった非違事案があります。

また、平成 19 事務年度には、香港からのマイクロフォンの輸入に関し、輸入

者が輸出者に輸入貨物の開発費用を仕入書価格とは別に支払っており、その結果、

申告漏れ課税価格は 22 億 8,500 万円、消費税の追徴税額は 1 億 1,900 万円とな

った大口非違事案が確認されています。

事例 4 の、輸出者が作成した仮(暫定)価格のインボイスで申告していた非違

事案は、輸入取引において当初のインボイス価額が何らかの変数要因により変

更されるもので、その代表的な取引に「価格調整条項付契約取引」があります。

この取引は、関税評価技術委員会採択文書解説 4.1 に「輸入申告時に取引価格

が決定していないとしても、契約条項に従って最終的に現実支払価格を計算す

ることができる場合は、関税評価協定第１条及び第１条の解釈のための注釈の

規定に従って、買手により売手に対し又は売手のために行われた又は行われる

べき支払の総額を課税価格とする。」とし、「価格調整条項（Price review 

40JCBA3.1



clauses）が規定されているからといって、第１条に基づく評価を排除すべき

ではない。」とその考え方の指針を示しています。また、関税定率法基本通達 4

－2 の 2(2)は、「買手による輸入貨物に係る支払後に、当該輸入貨物の輸入取引

に付されている価格調整条項の適用等により当該輸入貨物の価格について調整

が行われ、別払金の支払いが行われる場合の現実支払価格は、当該仕入書価格に

当該別払金を加えた価格である。当該輸入貨物に係る関税法第 7 条第 1 項《申告》

に規定する申告(以下「納税申告」という。)が行われた後に当該調整が行われ、

別払金の支払が行われたときも同様である。(注)この場合は、関税法第 7 条の

14《修正申告》の規定により当該納税申告に課税標準又は税額(以下「関税等」

という。)を修正する申告がされなければ、同法第 7 条の 16《更正及び決定》の

規定により当該関税等を更正することとなることに留意する。」と規定されてお

り、「価格調整条項付契約取引」のような輸入取引にあっては、最終的な現実

支払価格の決定に一定の期間が必要となるため、輸入許可前引取や輸入許可後

の修正申告による処理が必要となります。

２．過去 10 年間の調査事績の推移

財務省が令和 2 年 11 月 4 日に公表した令和元事務年度事後調査事績は上

記のとおりですが、調査事績で目を引くのが非違判明輸入者数を実地調査輸

入者数で除した非違の割合(非違率)です。

《実地調査輸入者数及び非違判明者数（単位：者）》

22年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30年 元年

6,031 6,098 4,960 3,614 3,545 4,302 4,325 4,266 4,079 3,361

4,226 4,290 3,402 2,427 2,363 2,977 3,307 3,365 3,231 2,723

（上：実地調査輸入者数 下：非違判明輸入者数）

《非違率（非違判明者数÷実地調査輸入者数 単位：％》

22年 23年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年

70.1 70.4 68.6 67.2 66.7 69.2 76.5 78.9 79.2 81.0

これまでの事後調査における非違率は、平成 14 事務年度までは「50％台」

で推移しており、平成 15 事務年度（60.8％）に 60％を超え、平成 21 事務年度

（70.2％）に 70％を超えました。

また、事例 3 は輸入貨物に係る「開発費用」の申告漏れ、事例 4 は、輸出者

が作成した仮価格のインボイスで申告した後、輸入許可後に決定した実際の取引

価格との差額に相当する税額について修正申告を怠っていた非違事案です。

この二つの非違事案は、ほぼ毎年確認される事後調査非違の定番のような

ものです。通常、輸入貨物に係る「開発費用」は、仕入書価格とは別に請求さ

れますが、関税評価協定や関税定率法等に「開発費用」に関する特別な規定が

ないため、輸入取引に関連して買手が負担する「研究開発費」を課税価格に含

めるか否かについては、十分に検討して判断しなければなりません。

医薬品業界の新薬等の研究開発費に代表されるようにそれらの費用が研究に

携わる人件費や研究のために消費される原材料費等に使用され、当該費用の発

生時点では将来に期待される収益が獲得できるかどうかは不確実なものであ

って当該「研究開発費」が直接輸入貨物に結びつかないと判断される場合は、

輸入貨物の現実支払価格を構成するものとはいえず、一方、研究開発によって

得られる成果物(輸入貨物)が実際に商品化されて輸入される場合は、輸入され

る貨物とその「研究開発費」の結びつきによっては、輸入貨物の現実支払価格を

構成するものとなって輸入貨物の課税価格に算入すべきものとなります。

この「研究開発費」に係る非違事案では、平成 17 事務年度の高額非違事例と

して「輸入者が支払った研究開発費の申告漏れ」があります。この非違は、韓

国からの液晶テレビのパネルの輸入に関し、輸入者が輸入貨物の生産に必要な

技術の研究開発費を輸出者に仕入書価格とは別に支払っていたもので、この非

違による申告漏れ課税価格は 30 億円を超え、消費税(関税は無税)の追徴税額

は約 1 億 5,500 万円となった非違事案があります。

また、平成 19 事務年度には、香港からのマイクロフォンの輸入に関し、輸入

者が輸出者に輸入貨物の開発費用を仕入書価格とは別に支払っており、その結果、

申告漏れ課税価格は 22 億 8,500 万円、消費税の追徴税額は 1 億 1,900 万円とな

った大口非違事案が確認されています。

事例 4 の、輸出者が作成した仮(暫定)価格のインボイスで申告していた非違

事案は、輸入取引において当初のインボイス価額が何らかの変数要因により変

更されるもので、その代表的な取引に「価格調整条項付契約取引」があります。

この取引は、関税評価技術委員会採択文書解説 4.1 に「輸入申告時に取引価格

が決定していないとしても、契約条項に従って最終的に現実支払価格を計算す

ることができる場合は、関税評価協定第１条及び第１条の解釈のための注釈の

規定に従って、買手により売手に対し又は売手のために行われた又は行われる

べき支払の総額を課税価格とする。」とし、「価格調整条項（Price review 
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過去最高の非違率は、平成 30 事務年度の 79.2％でしたが、令和元事務年度

に「81.0％」と初めて 80％を超えました。これは、実地調査輸入者数が 3,361

者とコロナの感染拡大の影響を受けて減少し、税関の調査対象者の選定を最

小限にし、非違の潜在が見込まれる者に絞り込んだ結果ではないかと考えら

れますが、平成 28 事務年度以降の非違率は 80％に近い高率で推移しており、

税関の情報分析等調査対象輸入者の選定が適格に行われた結果といえます。

次に、申告漏れ課税価格や追徴税額については、通常、申告漏れ課税価格に比

例して関税等の追徴税額も増加しますが、平成24事務年度から平成28事務年度は、

外国産豚肉の調査による過大申告（高価申告事案の非違）が認められたため、同

期間の申告漏れ課税価格は、過大申告分を除く額についても公表されています。

《申告漏れ課税価格（単位：億円）》(下：過大申告分を除く額)

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

1,933 2,468 1,639 888 1,082 1,521 1,405 1,483 1,549 1,231

－ － 1,776 902 1,110 1,538 1,455 － － －

令和元事務年度の申告漏れ課税価格は、1,231 億 2,300 万円で前年比 79.5％

と減少しましたが、平成 25・26 事務年度を超えています。

最近 5 年間における申告漏れ課税価格では、令和元事務年度が最低額となり

ますが、これは前述のとおり、コロナ禍における実地調査輸入者数の減少によ

るものであり、１者当たりの申告漏れ課税価格（申告漏れ課税価格÷実地調査

輸入者数）で検証すれば、令和元事務年度の１者当たりの申告漏れ課税価格は、

約 3,663 万円となり、これは前事務年度に次ぐ額となっています。

【過去５年間の１者当たりの申告漏れ課税価格】

（平成 27・28 事務年度の申告漏れ課税価格は、過大申告分を除く額。）

令和元年 30 年 29 年 28 年 27 年

実地調査輸入者数 3,361 者 4,079 者 4,266 者 4,325 者 4,302 者

非違判明者数 2,723 者 3,231 者 3,365 者 3,307 者 2,977 者

非違率 81.0％ 79.2％ 78.9％ 76.5％ 69.2％

申告漏れ課税価格 1,231.2 1,549.5 1,483.7 1,455.8 1,538.8

１者当たりの額 3,663 万円 3,798 万円 3,477 万円 3,366 万円 3,576 万円

（申告漏れ課税価格の単位：億円）
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1.2 0.4 46.1 1.4 0.1 6.9 17.6 0.7 0.4 0.5

次に、令和元事務年度の納付不足税額は、関税不足税額が 12 億 4,838 万円と

ほぼ前年並みですが、消費税不足税額は 99 億 5,635 万円（前年比 79.8％）とな

り、合計納付不足税額は、112 億 474 万円(前年比 81.8％)と減少しました。

次の表は納付不足税額が初めて百億円を超えた平成 16 事務年度から平成 19

事務年度頃の調査事績と令和元事務年度の対比であり、納付不足税額は類似し

ていますが、関税率の低下により不足関税額の減少はあるものの消費税を含む

１者当たりの納付不足税額は、約 334万円と高いレベルにあることが伺えます。

【令和元年と平成 16～19 事務年度の調査事績の対比】

令和元年 19 年 18 年 17 年 16 年

実地調査輸入者数 3,361 者 5,865 者 5,548 者 5,401 者 5,223 者

非違判明者数 2,723 者 4,099 者 3,836 者 3,640 者 3,337 者

非違率 81.0％ 69.9％ 69.1％ 67.4％ 63.9％

申告漏れ課税価格 1,231.2 1,616.6 1,553.7 1,615.5 1,161.6

関税不足税額 12.4 25.0 27.0 21.6 43.8

消費税不足税額 99.5 87.3 83.9 85.8 64.5

納付不足税額 112.4 112.4 110.9 107.5 108.4

納付不足税額/１者 334 万円 191 万円 199 万円 199 万円 207 万円

（単位：億円、１者当たりの納付不足税額＝納付不足税額÷実地調査輸入者数）

３．過去 10 年間における納付不足税額等の推移

《納付不足税額（単位：億円、納付不足税額＝不足関税額＋不足消費税額) 》

22年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28年 29 年 30年 元年

135.7 155.7 298.9 84.2 118.2 145.9 205.7 141.5 136.9 112.0

《加算税額（単位：億円）》

22年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28年 29年 30年 元年

8.2 6.4 51.0 5.9 7.4 10.6 22.1 6.0 6.5 4.6

《うち重加算税額（単位：億円）》

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

過去最高の非違率は、平成 30 事務年度の 79.2％でしたが、令和元事務年度

に「81.0％」と初めて 80％を超えました。これは、実地調査輸入者数が 3,361

者とコロナの感染拡大の影響を受けて減少し、税関の調査対象者の選定を最

小限にし、非違の潜在が見込まれる者に絞り込んだ結果ではないかと考えら

れますが、平成 28 事務年度以降の非違率は 80％に近い高率で推移しており、

税関の情報分析等調査対象輸入者の選定が適格に行われた結果といえます。

次に、申告漏れ課税価格や追徴税額については、通常、申告漏れ課税価格に比

例して関税等の追徴税額も増加しますが、平成24事務年度から平成28事務年度は、

外国産豚肉の調査による過大申告（高価申告事案の非違）が認められたため、同

期間の申告漏れ課税価格は、過大申告分を除く額についても公表されています。

《申告漏れ課税価格（単位：億円）》(下：過大申告分を除く額)

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

1,933 2,468 1,639 888 1,082 1,521 1,405 1,483 1,549 1,231

－ － 1,776 902 1,110 1,538 1,455 － － －

令和元事務年度の申告漏れ課税価格は、1,231 億 2,300 万円で前年比 79.5％

と減少しましたが、平成 25・26 事務年度を超えています。

最近 5 年間における申告漏れ課税価格では、令和元事務年度が最低額となり

ますが、これは前述のとおり、コロナ禍における実地調査輸入者数の減少によ

るものであり、１者当たりの申告漏れ課税価格（申告漏れ課税価格÷実地調査

輸入者数）で検証すれば、令和元事務年度の１者当たりの申告漏れ課税価格は、

約 3,663 万円となり、これは前事務年度に次ぐ額となっています。

【過去５年間の１者当たりの申告漏れ課税価格】

（平成 27・28 事務年度の申告漏れ課税価格は、過大申告分を除く額。）

令和元年 30 年 29 年 28 年 27 年

実地調査輸入者数 3,361 者 4,079 者 4,266 者 4,325 者 4,302 者

非違判明者数 2,723 者 3,231 者 3,365 者 3,307 者 2,977 者

非違率 81.0％ 79.2％ 78.9％ 76.5％ 69.2％

申告漏れ課税価格 1,231.2 1,549.5 1,483.7 1,455.8 1,538.8

１者当たりの額 3,663 万円 3,798 万円 3,477 万円 3,366 万円 3,576 万円

（申告漏れ課税価格の単位：億円）
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《追徴税額（単位：億円、追徴税額＝不足納税額＋加算税額）

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

143.9 162.1 349.9 90.1 125.4 156.5 227.8 141.5 143.5 116.7

《１者当たりの申告漏れ課税価格（単位：万円）》24 年～28 年過大申告分を除く申告漏れ額

22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年

3,205 4,048 3,581 2,496 3,132 3,576 3,366 3,477 3,798 3,663

(申告漏れ課税価格÷実地調査輸入者数)

《１者当たりの関税及び消費税不足税額（単位：万円）》(不足税額÷立入者数)

22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年

225.0 255.3 602.6 232.9 332.8 339.1 475.6 317.3 335.6 333.2

４．申告漏れ上位５品目の推移

年 度 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

22 事務年度 電気機器 光学機器等 機 械 類 織物衣類 調製食料品

23 事務年度 光学機器等 医療用品 機 械 類 電気機器 有機化学品

24 事務年度 肉 類 電気機器 機 械 類 医療用品 織物衣類

25 事務年度 肉 類 電気機器 履 物 類 機 械 類 織物衣類

26 事務年度 肉 類 電気機器 機 械 類 医療用品 履 物 類

27 事務年度 電気機器 光学機器等 肉 類 機 械 類 医療用品

28 事務年度 肉 類 電気機器 履 物 類 光学機器等 機 械 類

29 事務年度 電気機器 光学機器等 自動車等 医療用品 機 械 類

30 事務年度 電気機器 光学機器等 自動車等 機 械 類 有機化学品

元事務年度 電気機器 光学機器等 機 械 類 たばこ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

令和元事務年度の「納付不足税額の多い品目」は1位：電気機器（85類、22億

6,709万円）、2位：光学機器等（90類、19億1,913万円）、3位：機械類（84類、

14億5,347万円）、4位：たばこ（24類、６億2,591万円）、5位：プラスチック（39

類、４億9,817万円）」となっています。

ひと昔前まで常に上位にあった繊維製品（61類及び62類）が平成25事務年度

の「5位：織物衣類(第62類)、5億6,690万円」を最後に「納付不足税額の多い上
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位5品目」から姿を消しており、長く関西で事後調査に携わった一人として少し

寂しい思いがあります。

電気機器、光学機器、機械類については、日本の貿易構造からも、開発費用

の申告漏れや無償提供物品等の加算漏れにより、今後も上位を維持していくもの

と考えられますが、平成24事務年度から平成28事務年度まで上位にあった肉類

（第2類の豚肉）は、TPP11、日・EU、日米貿易協定等により「差額関税制度」に

よる税負担が軽減されていくこともあって、平成29事務年度以降ベスト5からは

遠ざかっていますが、輸入豚肉の納付不足税額が平成24年度135億8,771万円（過

去最高額）、平成25年度14億3,075万円、平成26年度27億8,682万円、平成27年度

17億5,225万円、平成28年度49億9,513万円と全体に対する比重は大きく、今後も

豚肉の差額関税に対する事後調査は必要に応じて厳密に行われていくものと考

えられます。

５．まとめ

これまでの事後調査において、平成23事務年度頃までは、より多く調査を実施

することにより「公平な課税」が実現するとの考え方から、年間6千者を超える

調査を実施していた時期もありました。しかし、平成24事務年度頃から「数よ

り質」を重視する傾向ととなり、平成24事務年度の実地調査輸入者数は、4,960

者と平成11事務年度以前頃の水準に減少し、さらに令和元年度においては、コロ

ナ禍による影響から実地調査輸入者数は3,361者と大きく減少しました。一方、

非違率は、平成14事務年度以前は50％台であったものが、平成15事務年度に60％

台となり、平成21事務年度に70％を超え、令和元事務年度で初めて80％を超えま

した。

申告漏れ課税価格(不足申告額)と追徴額は、通常、不足申告額が増加すること

で追徴額も比例して増加しますが、平成24事務年度からは外国産豚肉の調査が強

化されて差額関税制度に起因する高価申告非違が増加したため、不足申告額と追

徴額の推移が少し複雑なものとなりました。

　不足申告額は、平成16事務年度（1,161億6,762万円）に１千億円の大台を超え、

その後年々増加して平成23事務年度は、2,468億5,063万円と過去最高額となりまし

た。しかし、翌年の平成24事務年度の不足申告額は、1,639億9,708万円（課税価格

過大申告分除く不足申告額は、1,776億4,818万円）と大きく減少したものの、納付

不足税額（不足関税額＋不足消費税額)は、298億9,468万円と過去最高額を記録し

ました。この豚肉の調査は平成28事務年度までの5年間続き、この間の追徴税額は

従来の不足申告額に対応する額に比し、極めて高額なものとなりました。

《追徴税額（単位：億円、追徴税額＝不足納税額＋加算税額）

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

143.9 162.1 349.9 90.1 125.4 156.5 227.8 141.5 143.5 116.7

《１者当たりの申告漏れ課税価格（単位：万円）》24 年～28 年過大申告分を除く申告漏れ額

22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年

3,205 4,048 3,581 2,496 3,132 3,576 3,366 3,477 3,798 3,663

(申告漏れ課税価格÷実地調査輸入者数)

《１者当たりの関税及び消費税不足税額（単位：万円）》(不足税額÷立入者数)

22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 元年

225.0 255.3 602.6 232.9 332.8 339.1 475.6 317.3 335.6 333.2

４．申告漏れ上位５品目の推移

年 度 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

22 事務年度 電気機器 光学機器等 機 械 類 織物衣類 調製食料品

23 事務年度 光学機器等 医療用品 機 械 類 電気機器 有機化学品

24 事務年度 肉 類 電気機器 機 械 類 医療用品 織物衣類

25 事務年度 肉 類 電気機器 履 物 類 機 械 類 織物衣類

26 事務年度 肉 類 電気機器 機 械 類 医療用品 履 物 類

27 事務年度 電気機器 光学機器等 肉 類 機 械 類 医療用品

28 事務年度 肉 類 電気機器 履 物 類 光学機器等 機 械 類

29 事務年度 電気機器 光学機器等 自動車等 医療用品 機 械 類

30 事務年度 電気機器 光学機器等 自動車等 機 械 類 有機化学品

元事務年度 電気機器 光学機器等 機 械 類 たばこ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

令和元事務年度の「納付不足税額の多い品目」は1位：電気機器（85類、22億

6,709万円）、2位：光学機器等（90類、19億1,913万円）、3位：機械類（84類、

14億5,347万円）、4位：たばこ（24類、６億2,591万円）、5位：プラスチック（39

類、４億9,817万円）」となっています。

ひと昔前まで常に上位にあった繊維製品（61類及び62類）が平成25事務年度

の「5位：織物衣類(第62類)、5億6,690万円」を最後に「納付不足税額の多い上
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追徴税額は、平成16事務年度に108億4,396万円（納付不足税額99億9,781万円

及び加算税額 8億4,615万円）と初めて百億円の大台を突破し、平成23事務年

度には155億7,907万円と過去最高額となりました。しかし、平成24事務年度は、

申告漏れ課税価格1,639億9,708万円、関税及び消費税の納付不足税額298億

9,468万円、重加算税46億1,970万円を含む加算税51億61万円と大きく飛躍し、

冷凍豚肉にかかる高価申告事案では、１者で過大申告課税価格が101億1,140万

円、追徴税額が135億8,536万円（納付不足税額100億6,491万円、重加算税額35

億2,045万円）となる非違事案もありました。

１者当たりの「申告漏れ課税価格」は、この10年の間、3千万円台で推移して

おり、１者当たりの関税及び消費税の不足税額は、300万円台で推移しています。

また、加算税を含めた追徴税額では、この10年間では次のように推移していま

す。

《１者当たりの徴税額（単位：万円）（追徴額＝不足納税額＋加算税額）

22年 23 年 24 年 25年 26 年 27 年 28 年 29 年 30年 元年

238.6 265.8 705.4 249.3 353.7 363.7 526.7 331.6 351.8 347.2

(徴税額÷実地調査輸入者数)

これまでの事後調査による主な高額非違の態様別では、

① 現実支払価格関係

◉ 冷凍豚肉に係る高価申告

◉ 低価インボイスによる輸入申告

◉ 価格調整金の申告漏れ

◉ 開発費用の申告漏れ

② 加算要素関係

◉ 運送関連費用の申告漏れ

◉ 手数料の申告漏れ

◉ 無償提供物品等の費用の申告漏れ

◉ 輸入貨物に係るロイヤルティの申告漏れ

③ その他

◉ ＥＰＡ税率の適用誤り

◉ 特恵税率の適用誤り

といった非違が多く高額の追徴が発生しており、今後もこの傾向は続いてい

くとものと考えられます。
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これらの非違の多くは、輸入者と通関業者の間における情報の共有が十分

でなく、また、輸入者の関税評価知識の欠如に起因するものであることから、

通関士の審査等において常に「想定される申告漏れに対する輸入者への確認」

といった業務を踏むことにより適正申告の実現が一層可能なものとなります。

令和 2 事務年度（令和 2 年 7 月 1 日～令和 3 年 6 月 30 日まで）は、コロナ

の影響により、税関職員が輸入者の事務所に臨場して事後調査を実施するこ

とが困難な状況にあります。

事後調査の目的は「不適切な納税申告を是正し、輸入者に適切な申告指導

を行って、より適正な課税を確保すること」であり、このような状況におい

てこそ通関士による「法令に遵守した適正通関の実現」がより一層強く求め

られていることは間違いないでしょう。

以 上

追徴税額は、平成16事務年度に108億4,396万円（納付不足税額99億9,781万円

及び加算税額 8億4,615万円）と初めて百億円の大台を突破し、平成23事務年

度には155億7,907万円と過去最高額となりました。しかし、平成24事務年度は、

申告漏れ課税価格1,639億9,708万円、関税及び消費税の納付不足税額298億

9,468万円、重加算税46億1,970万円を含む加算税51億61万円と大きく飛躍し、

冷凍豚肉にかかる高価申告事案では、１者で過大申告課税価格が101億1,140万

円、追徴税額が135億8,536万円（納付不足税額100億6,491万円、重加算税額35

億2,045万円）となる非違事案もありました。

１者当たりの「申告漏れ課税価格」は、この10年の間、3千万円台で推移して

おり、１者当たりの関税及び消費税の不足税額は、300万円台で推移しています。

また、加算税を含めた追徴税額では、この10年間では次のように推移していま

す。

《１者当たりの徴税額（単位：万円）（追徴額＝不足納税額＋加算税額）

22年 23 年 24 年 25年 26 年 27 年 28 年 29 年 30年 元年

238.6 265.8 705.4 249.3 353.7 363.7 526.7 331.6 351.8 347.2

(徴税額÷実地調査輸入者数)

これまでの事後調査による主な高額非違の態様別では、

① 現実支払価格関係

◉ 冷凍豚肉に係る高価申告

◉ 低価インボイスによる輸入申告

◉ 価格調整金の申告漏れ

◉ 開発費用の申告漏れ

② 加算要素関係

◉ 運送関連費用の申告漏れ

◉ 手数料の申告漏れ

◉ 無償提供物品等の費用の申告漏れ

◉ 輸入貨物に係るロイヤルティの申告漏れ

③ その他

◉ ＥＰＡ税率の適用誤り

◉ 特恵税率の適用誤り

といった非違が多く高額の追徴が発生しており、今後もこの傾向は続いてい

くとものと考えられます。
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	10月８日	 「通関業の日」関連行事（品川インター

シティホール）

	 	 （通関業セミナー・功労者表彰等） 

	 ９日	 通関士部会委員会・勉強会（原産地・

評価・分類）※WEB参加有り

	 14日	 ワシントン条約、安全保障貿易管理及

びNACCS外為法関係業務（成田地区・

NAA会議室）※ライブ配信有り

	 21日	 ワシントン条約、安全保障貿易管理及

びNACCS外為法関係業務（本関地区・

芝浦サービスセンター）※ライブ配信

有り

	11月４日	 本関・大井地区通関協議会合同勉強会

①（原産地・評価・分類）

	 ６日	 通関士部会委員会 ※WEB参加有り

	９日～12日	 通関業務従業者研修（成田地区・NAA

会議室）

	 10日	 連合会通関士部会・事務局合同会議

（WEB会議）

	 12日	 本関・大井地区通関協議会合同勉強会

②（原産地・評価・分類）（フクラシ

ア品川クリスタルスクエア）

	 16日～19日	 通関業務従業者研修（本関地区・東京

港福利厚生センター）※ライブ配信有り

	 18日	 本関・大井地区通関協議会合同勉強会

③（原産地・評価・分類）（フクラシ

ア品川クリスタルスクエア）

	 26日	 成田地区勉強会（原産地・評価・分類）

	 	 （NAA会議室）※ライブ配信あり

	 27日	 税関記念日式典

	10月30日	 通関士部会三役会

	 10月期	 横浜税関業務部との輸出入通関手続き

検討会中止

	 〃　	 横浜地区本関地区等通関協議会中止

	 〃　	 横浜地区密輸撲滅キャンペーン中止

	 〃　	 川崎地区密輸撲滅キャンペーン中止

	 〃　	 千葉地区密輸撲滅キャンペーン中止

	11月４日	 横浜税関業務部へ要望書の提出

	 10日	 通関士部会三役会

	 〃　	 通関士部会・事務局合同会議（TV会議）

	 27日	 税関記念日税関業績者表彰式・横浜通

関業会表彰式

	 11月期	 横浜通関士部会報告会中止

	10月４日	 第54回通関士試験（神戸ファッショ

ンマート：神戸市）

	 	 （広島市立大学：広島市）

	 ８日	 神戸通関士部会 総務委員会（神戸通

関業会研修室）

	 20日	 通関時報（10月号）発行

	 22日	 神戸通関士部会 定例役員会　（WEB

会議）

	 28日	 神戸税関長等との意見交換会（神戸税

関会議室）

	11月５日	 神戸通関士部会 総務委員会（神戸通

関業会研修室）

	 10日	 通関士部会・事務局合同会議（神戸通

関業会研修室：連合会テレビ会議）

	 12日	 輸出入貿易管理令等説明会（神戸ポー

東 京 横 浜

神 戸

各通関業会業務報告
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トオアシス）

	16日～18日	 通関従業者研修（神戸通関業会研修室）

	 16日～24日	 　　　同　　　（６日間AM：WEB研修）

	 20日	 通関時報（11月号）発行

	 25日	 広島地区通関士との意見交換会（WEB

会議）

	 26日	 NACCSセンターによる説明会（神戸

通関業会研修室：WEB説明会）

	 〃　	 神戸通関士部会 定例役員会（神戸通

関業会研修室：WEB会議）

	10月７日	 通関士部会 京滋地区協議会

	 ８日	 （連）「通関業の日」式典

	 14日	 通関士部会 堺地区協議会

	 20日	 内部監査担当者セミナー

	 21日	 通関士部会 第58回業務委員会

	 〃　	 通関士部会 第50回総務委員会

	 〃　	 通関士部会役員会・税関担当官との連

絡会

	 27日	 通関士部会 福井・敦賀地区協議会

	 28日	 大阪地区通関協議会（税関との通関事

務連絡会及び定例会・役員会）

	 〃　	 通関士部会 石川地区協議会

	 29日	 通関士部会 伏木・富山地区協議会

	11月10日	 （連）通関士部会・事務局合同会議（テ

レビ会議）

	 18日	 通関士部会 第59回業務委員会

	 〃　	 通関士部会 第51回総務委員会

	 〃　	 通関士部会役員会・税関担当官との連

絡会

	 25日	 通関業セミナー「安全保障貿易管理」

＆「貿易管理サブシステム」

	 26日	 大阪地区通関協議会（税関との通関事

務連絡会及び定例会・役員会）

	 27日	 税関業績者等表彰式

	10月６日	 清水支部品目分類研修（清水）

	 　７日	 一水会・理事会（理事・監事）

	 　８日	 通関士部会幹事会

	 〃　	 清水支部品目分類研修（浜松）

	 ９日	 通関非違防止対策研修

	 13日	 本関通関事務研究会

	 〃　	 清水支部通関士部会定例会

	 14日	 輸出入商品分類研修

	 〃　	 四日市支部関税評価実務研修

	 20日	 清水支部沼津通関懇話会

	 〃　	 清水支部奇六会（通関懇談会）

	 21日	 関税減免税関係研修

	 〃　	 清水支部浜松通関懇話会

	 22日	 関税減免税関係研修（空港）

	 〃　	 西部通関事務研究会

	 〃　	 清水支部通関事務研究会

	 〃　	 清水支部御前崎通関担当者連絡会

	 27日	 清水支部田子の浦通関事務担当者連絡

会

	 〃　	 清水支部興津通関担当者連絡会

	 〃　	 四日市支部通関士部会幹事会、通関事

務研究会

	 28日	 関税評価実務研修

	 〃　	 清水支部安全保障貿易管理等説明会

	 〃　	 清水支部焼津通関担当者連絡会

	11月４日	 清水支部評価事務研修（浜松）

	 ５日	 一木会・通関士部会幹事会

	 ６日	 清水支部評価事務研修（清水）

	 10日	 清水支部通関支部会支部定例会

	 11日	 本関通関事務研究会

	 〃　	 四日市支部品目分類研修

	 18日	 安全保障貿易管理等説明会

	 〃　	 中部空港通関事務研究会

	 〃　	 清水支部浜松通関懇談会

	 19日	 西部通関事務研究会

	 〃　	 清水支部通関事務研究会

大 阪

名古屋
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	 20日	 輸出入商品分類研修

	 24日	 四日市支部通関士部会幹事会、通関事

務研究会

	 25日	 清水支部興津通関担当者連絡会

	 26日	 清水支部御前崎通関担当者連絡会

	 〃　	 清水支部沼津通関懇話会

	 27日	 清水支部田子の浦通関事務担当者連絡

会

	10月１日	 会員周知「船会社CMA－CGMのシス

テム障害に係る取り扱いについて」

	 ９日	 会員周知「米国から日本向けに輸出さ

れる牛精液の家畜衛生条件及び証明書

様式の一部改正について」

	 　〃　	 会員周知「法人番号の英語表記登録の

促進に向けた周知について」

	14日～30日	 通関士部会・事務局合同会議議題に関

する意見集約

	 　〃　	 会員周知「中古農機具等の輸入検査に

係る植防立会いについて」

	11月５日	 通関士部会・事務局合同会議事前検討会

	 	 （事務局）10：30～12：00

	 	 通関士部会長、副部会長、専務理事

	 10日	 通関士部会・事務局合同会議（テレビ

会議）14：00～16：40

	 	 通関士部会長、副部会長、専務理事参加

	 12日	 門司通関士部会関門支部本関地区会議

	 	 （門司港湾合同庁舎共用会議室）

	 	 14：00～15：00

	 	 会員26名、専務理事出席

	 	 税関側　　統括審査官等　４名出席

	 	 ・事前教示制度に関する説明

	 	 ・通関非違の状況説明

	 	 ・輸入事後調査に係るお願い

	 	 ・他法令関係の説明

	 16日	 会員周知「感染症の病原体を媒介する

おそれのある動物の輸入に関する規

則」の一部改正及び「指定動物（サル）

の輸入検疫要領等の改正について」

	 16日	 会員周知「関税率表第17.14項の物品の

うち冷凍し又は乾燥したものについて」

	10月１日	 船会社システム故障に係る取扱い案内

	 ７日	 連合会「アンケート調査」への協力依

頼（再度）

	 ８日	 「通関業の日」記念式典へ牧会長出席

	 ９日	 法人番号の英語表記登録の促進の周知

	 〃　	 家畜衛生条件等の一部改正の案内

	 13日	 「取締強化期間」への協力依頼

	 14日	 特定水銀使用製品に係る規制の案内

	 15日	 長崎地区通関事務連絡協議会

	 　〃　	 通関非違事例の案内

	 16日	 NACCS地区協通信の案内

	11月２日	 NACCS「2021年度プログラム変更要

望一覧表」の案内

	 10日	 連合会「通関士部会・事務局合同会議

（TV）」

	 16日	 感染症病原体を媒介する動物の輸入規

則の一部改正の案内

	 17日	 連合会「アンケート調査」結果の案内

	18日～20日	 牧会長による各地区訪問

	 24日	 「新型コロナ感染症対策強化」への協

力依頼

	 30日	 長崎地区通関事務連絡協議会

	10月１日	 会員周知：船会社CMA－CGMのシス

テム障害に係る取り扱いについて

	 ７日	 会員周知：第７次NACCS基本仕様説

明動画の掲載について

	 ８日	 通関業の日特別表彰授与（板谷通関士

部会長）

門 司

長 崎

函 館
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	 ９日	 会員周知：米国から日本向けの牛精液

の家畜衛生条件及び証明書様式の一部

改正について

	 12日	 会員周知：法人番号の英語表記登録の

促進に向けた周知について

	 22日	 案内：通関士部会北海道ブロック・東

北ブロック合同研修会の開催について

	 27日	 通関業務連絡会（函館・小樽・千歳・

札幌・釧路・苫小牧・石狩・八戸・秋

田）メールによる通知

	11月10日	 令和２年度通関士部会・事務局合同会

議（オンライン会議）

	 16日	 会員周知：感染症の病原体を媒介する

おそれのある動物の輸入に関する規則

の一部改正及び「指定動物（サル）の

輸入検疫要領等の改正」について

	 20日	 新型コロナ感染症対策（協力依頼）

	 25日	 通関業務連絡会（函館・小樽・千歳・

札幌・釧路・苫小牧・石狩・八戸・秋

田船川）メールによる通知

	 26日	 通関士部会北海道ブロック・東北ブ

ロック合同研修会（函館市）

	 27日	 通関士試験合格者通知

	 〃　	 通関士部会合同研修会（11/26）資

料会員送付

	 〃　	 会員周知：令和２年度バーゼル法省令

改正等に関する説明動画について

	10月３日	 三役会議の開催（税関長との意見交換・

その他について）

	 ８日	 10月期開催予定の通関連絡会を中止

（税関説明事項・指示事項を会員あて

メール送信）

	 30日	 税関幹部と開催予定の意見交換会を沖

縄県のコロナ禍緊急事態宣言発令によ

り急遽中止

	11月10日	 日本通関業連合会主催の通関士部会・

事務局合同会議開催（全国テレビ会議

参加）

	 25日	 国内での鳥インフルエンザ疑似患畜確

認に伴う輸出検疫証明書交付の一時停

止（動物検疫所沖縄支所からの通知）

沖 縄
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